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PART1 スターピープルについて 

 

地球外生命体達は、主に2種類存在します。 

それは、地球人を成長させるために、人々を

より良い方向へ導く善良な地球外生命体達

（スターピープル）と地球を支配し地球人を

自分達の思いのままに利用したいと考えて

いる狡猾な地球外生命体達（ダークピープル）

です。 

 

良心的な地球外生命達であるスターピープ

ルは、天の川銀河の中でも、地球よりも早く

アセンションを行い、宇宙のために活動して

いる星々の人達の事です。 

主にアンドロメダ座、シリウス、アルクツー

ルス、プレアディス星団の人々が、現在地球

に関わっています。 

 

そして、各星固有のスターピープルとは別に、

高度な叡智を持つ星々のメンバー達が集ま

って作られたアシュタールや宇宙連合とい

ったグループも存在しています。 

彼等は常に、宇宙の進化のために、どの星に、

どのような方法で関わるか協議を行ってい

ます。 

地球のアセンションにおいて、私達は常に、

アシュタールの中心的なメンバーと協議を

しながら仕事を行っています。 

 

今回の地球のアセンションは、地球だけの問

題ではなく、天の川銀河全体に関わる事なの

で、各星々のスターピープルだけでなく、ア

第 1 章 スターピープルとア

センション 
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シュタールをはじめ、天の川銀河の宇宙連合

も地球のアセンションを成功させるために

働いています。 

私達は、彼らの事を地球外生命体と呼ぶので

はなく、尊敬をこめてスターピープルと呼ぶ

ことにしました。 

 

 

 

PART2 アセンションの目的 

 

2016 年の 6 月になって、地球のエネルギ

ーもどんどん良くなり、地球の物理世界の分

離も速やかに行われていきました。 

地球のアセンションとは、闇の多い地球から、

光の世界を切り離していくことでもありま

すが、光の世界を分離させたくないと考えて

いる創造主や地球外生命体によって、何度も

何度もアセンションの作業を中断させられ

ています。 

 

しかし、この闇が多い地球から光の地球や光

を持っている人々、光の世界に帰らなければ

ならないスターシードや人間とひとつにな

っているスターピープル達を救い出すこと

がアセンションの目的でもあるのです。 

このアセンションを成功させるために、多く

のスターピープル達が地球に来て活動して

います。 

 

中心となって活動しているのは、アンドロメ

ダ人、シリウス人、プレアディス人、アルク

ツールス人達ですが、彼等をサポートするよ

うにアシュタール連合や光のナソール達も

共に働いています。 

 

アセンションに関わってきたスターピープ

ル達は、私達のアセンションが成功したなら、
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人類をスターピープルの仲間として迎え入

れ、他の星々の人々とも交流を持たせて精神

的、科学的に大きな進化をさせようと思って

いるのです。 

地球人は、今はまだ、他の星の人々と交流で

きませんから、この宇宙の中では孤独な種族

です。 

他の宇宙人の人々を公式に受け入れていま

せんし、他の星々に行けるような科学技術も

持ちません。 

地球は、まるで江戸時代の日本のように、鎖

国を行う事で、他の星々との交流を絶ってい

たのです。 

 

しかし、アセンションを迎えることで、光の

地球は、自らの門戸を開き、他の星々との交

流を行う事になります。 

彼等と交流することによって、地球人の考え

方や技術力は大きく進歩します。 

そして、アメリカ映画「スタートレック」で

描かれているように、他の星の種族と協力し

合って宇宙の平和のために活躍する時がや

ってくることでしょう。 

 

それは、光の地球の種別にもよりますが、こ

こ数 10年から数 100年の間に実現するこ

とでしょう。 

これから、スターピープルと交流する地球は、

人類の思考や科学技術が飛躍的に発展しま

す。 

地球の物理的な制限を超えて、さらに自由な

スピリチュアル体で活躍する地球人も現れ

てくることでしょう。 

そうなると、さらに地球人の進化は早まり、

活躍できる場所も広がってきます。 

 

2016 年の 7 月に入った現在、地球のアセ

ンションは大きな進歩を迎えました。 



 
 

7 

アセンションの基礎が出来上がり、アセンシ

ョンの影響が物理世界に出始めてきました。 

ここから地球の物理世界の分離作業もさら

に本格化してくると思います。 

この段階になると、今迄のアセンションを支

えてきた基本のスターピープル達に加えて、

新たなスターピープル達が、私達のもとに降

り立ってきました。 

 

彼等は、今迄地球のアセンションを見守って

いたました。 

そして、アセンションが進み、自分達が必要

とされる時期になったので地球に入ってき

たのです。 

彼等は、様々な目的をもってこの地球に降り

立ち、光の世界に行く人々を導き、精神的・

肉体的な成長のために、サポートを行ってい

ます。 

 

新しく地球に入ってくるスターピープル達

は、まず地球の窓口として私達の元を訪れま

す。 

そして自己紹介をしたり、私達に大切なメッ

セージを与えてくれます。 

私達は、そのことを皆さんにご紹介する立場

の人間でもあるのです。 

新たなスターピープルはその種族の特徴や

目的に合わせていくつかのグループに分か

れます。 

 

今回は皆さんがスターピープルに対して依

存心やつまらない好奇心によって皆さん自

身が努力することを怠らないように、スター

ピープルの詳細は秘密にさせていただき、重

要なメッセージのみをご紹介させていただ

きたいと思います。 

 

 



 
 

8 

PART3 アセンションを支えるスターピ

ープル 

 

最初に初期の頃からアセンションに取り組

んできたスターピープル達を、まずご紹介し

ましょう。 

彼等は、実は地球の古代文明が生まれる前か

ら地球人を生みだし精神的な進化を手伝っ

てきた存在です。 

新しく来訪するスターピープル達の多くは、

彼らの仲間達でもありますので、まず中心と

なる星の人々の役割を知ることが大切です。 

 

 

★アンドロメダ星人 

 

アンドロメダ座の星から来た人達です。 

彼等は、アンドロメダ銀河の人々とも深く関

わり、共に私達を指導しています。 

彼等は、地球人に「愛」について多くの教え

を行いました。 

イエスキリストや聖母マリアもこの星の人

達です。 

現在の地球の人類の基盤を作った人達でも

あり、今回のアセンションにも、最初から深

く関わっています。 

 

彼等の容姿は、髪が長く、イエスキリストの

ように強い光をまとっています。 

面倒見がよく、私達にとって頼もしいお兄さ

ん、お姉さんのような親しみやすい人々です。 

彼等は、アセンションの具体的な作業に深く

関わっています。 

地球のエネルギーを高めたり様々な世界を

分離したり、あるいは問題のある地球外生命

体から地球人を守るもの彼等の役目です。 

また地球そのものを防御するための守護的

な活動も行なっています。 
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★プレアディス星人 

 

プレアディスも地球人に愛を教えるために

やってきていますが、プレアディスが教える

愛は、自分のパートナーを深く愛することで

す。 

アンドロメダ人が教える「無償の愛、人類愛」

に対して、家族や子供に対する「家族愛」の

ようなもっと身近な愛を教えます。 

またパートナーシップの愛に対しても、自分

自身とパートナーの自由と自立を尊重しま

すので、地球人のようなねたみや独占欲はあ

りません。 

 

プレアディスの世界は、地球によく似ている

ところもありますが、地球よりもさらに意識

が高く、技術やシステムに関してさらに進ん

でいます。 

良くピタッとしたボデイースーツを着て出

てくることがあります。 

見た目は、プレアディスの星によって異なり

ますが、地球と同じように、白人や黒人、そ

してアジア人のように見える時もあります。 

 

プレアディス人は、冷静で癒しのエネルギー

が強い青い光をまとって現れてくることも

あり、海の安らいだエネルギーを思わせます。 

プレアディス人が地球に関わる目的は、地球

人が持つ制限を取り除きアセンションをサ

ポートすることです。 

また反面、人々が感情的になって自分を見失

ったり自己中心的にならないように導いて

います。 

 

 

★シリウス星人 

 

シリウス人はとても冷静で、高い科学力を持
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っている知的な星人です。 

彼等は、昔、自分達の星を失った時に、そこ

に住んでいた人々のスピリットの多くが地

球にやってきた過去を持っています。 

シリウス人は、彼らの科学的な過ちから、星

同士の戦争が引き起こされ、自分達が住む星

を失ってしまいました。 

 

彼等はその時、科学技術の発展を追い求めた

ばかりに、人を愛するという気持ちを失って

いたことに気づきました。 

彼等はその経験から、地球に降りた時には、

同じ過ちを繰り返さないように願って人間

として生きています。 

彼等は地球でも、他者を愛する気持ちを大切

にすることで、地球の破滅を救うことが出来

ると願っているのです。 

 

今回の地球のアセンションは、彼らにとって

も、自分達の過ちを正し、自分達の意識を高

める絶好のチャンスとなっています。 

シリウス人はどんな時でも冷静で、客観的な

立場から物を見ますので、地球のバランスを

保ち、人々が中立的な立場で生きることをサ

ポートします。 

彼等は、近未来の宇宙船のクルーのような硬

い感じの宇宙服を着ているようです。 

シリウス人は、とても冷静なので、冷たいよ

うにみられるときもありますが、彼らの本質

は中立的なエネルギーを持っていますので、

安心感を得られます。 

 

 

★アルクツールス星人 

 

アルクツールス人は、地球人にとってはユニ

ークな存在と言えるでしょう。 

あまり地球の言葉で言い表せないのですが、
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まるでギリシア神話の神々のような姿に見

えるでしょう。 

魔法や錬金術をはじめ、高い科学技術力を持

っていますが、反面とても寛大な心を持って

います。 

そして、その星の文明に深く影響を与えない

程度に、アルクツールスの星の技術や考え方

を教えてくれます。 

 

昔の魔法使い、神話の存在達は、ここから来

ている場合もあるといえます。 

彼等は、様々な時代に、その時代に合った形

でサポートを行い、地球の進化に大きく寄与

してきました。 

現在、地球にある善良な魔法の発祥は、この

星であるといえるでしょう。 

彼等は、この地球に対して、スピリチュアル

な部分での進化を促進するサポートをして

います。 

 

 

★アシュタール連合 

 

アシュタールは、宇宙の進化と平和のために、

多くのスターピープル達が参加して作られ

ているグループです。 

中心は、アシュタール星に住むアシュタール

種族です。 

姿も自分の好みに合わせて自由に変えるこ

とが出来ます。 

とても高い叡智と平和を愛する心を持って、

種族の自立性を尊重しながら進化のための

サポートを行っています。 

彼等は飛びぬけた科学力と情報量をもって、

常に私達と共に行動しています。 
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PART4 新たに来訪したスターピープル

達の役目 

 

この章では、前述した以外のスターピープル

達が、どのような目的で来ているのか、お知

らせしましょう。 

現在、アセンションを行っている地球にスタ

ーピープル達が来る目的はいくつかありま

す。 

彼等が主に行う事は下記の事のようです。 

 

１、 地球人の遺伝子などに働きかけ地球

人を進化させる。 

 

私達の遺伝子は、肉体を維持するための

遺伝子とスピリチュアルなレベルに関

与する遺伝子に分かれているようです。 

地球人は、本来、他のスターピープル達

の優秀な遺伝子を初めから組み込まれ

ており、時が来るとその遺伝子が目覚め、

他のスターピープルと共に活躍できる

ように仕組まれています。 

 

しかし、地球の中で起こった戦争や抑圧

などにより、遺伝子は傷つき、その本来

の目的を果たすことが出来なくなって

しまいました。 

そこで、スターピープル達は、人間の物

理的な肉体に近い場所で、傷ついた遺伝

子の修復を行い、人間が本来の状態に戻

れるように調整を行っています。 

 

 

２、 地球人の意識を高め他の地球外生命

体と交流できるようにする 

 

地球人は、本来優秀なスターピープル達

の遺伝子と共に、すばらしい能力や叡智
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も受け継いでいるのですが、地球人が物

理世界で暮らすうちに、自分達が持って

いる能力や叡智も忘れ去り、ただ物理的

な肉体を維持することに、意識を集中し

始めました。 

 

人間は、他の地球外生命達と共に、大き

な宇宙へと出ていかなければなりませ

ん。 

その為に、地球の物理的な制限を取り除

き、自由で喜びあふれる意識へと人々を

導いていく必要があるのです。 

科学技術やお金・物に執着するのではな

くもっと精神的に豊かな世界を作り出

すことを彼等はおしえてくれます。 

 

 

３、 地球人を癒す・地球の環境を守る 

 

アセンションに伴って私達人類は、大き

な意識と感情の変化を経験します。 

それは今まで、私達１人１人の心の中に

蓄積された怒りや憎しみ、悲しみ、寂し

さなどの感情が私達の意識に大きな影

響を与え、私達の人生を作り出している

という事を知るときなのです。 

 

そして、私達の心の中にたまった感情が

解放されるに伴って、その感情が増幅さ

れたり、再び辛い思い出として甦ってき

たりすることがあります。 

あるいは、光の世界に行くべき人達が、

その様な感情によって道を見失ってし

まう事もあります。 

 

スターピープル達は、人間のそのような

特性を良く理解しており、人間の心を癒

して感情の虜にならないように導いて
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くれます。 

また人々が忘れかけた夢や希望を思い

出せてくれたり、地球の環境を整える働

きもしてくれます。 

 

 

 

４、 地球外生命体から地球を守りアセン

ションを成功させる 

 

私達は、地球のアセンションを推し進め

るに当たり、アセンションを妨害する地

球外生命体や闇の創造主と激しい戦い

を繰り広げてきました。 

地球外生命体は、地球人よりもはるかに

高い能力と科学技術、そして人の意識や

感情を操作する技術を持っていますの

で、地球人は簡単に精神的な支配を受け

てしまい、彼らの思惑通りに動くように

なってしまいます。 

 

彼等からの精神的支配をうけた人々は、

特殊な能力や力を身につけますので、政

治・経済界においても指導的な立場とな

り、人々に物理的な豊かさを与える代わ

りに、その人達を支配していきます。 

地球はこれから、今迄の争いや支配が残

る学びの世界と平和に満ちた光の世界

に分かれていきます。 

 

彼等は本来ディセンションした学びの

世界の住人なのですが、学びの世界と光

の世界の両方を自分達で支配したいと

思い、アセンションを邪魔してきます。 

私達は、そのような存在からアセンショ

ンしていく世界と人々を守らなければ

ならないのですが、とても高い能力を持

っているために、私達だけでは太刀打ち
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できません。 

そこで、この宇宙の中でも最高の叡智を

持つスターピープル達が、私達を手助け

する為にやってきてくれました。 

私達は、彼らの手助けをもらいながら、

地球のアセンションを進めていくこと

になります。 
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地球人にとってアセンションとは・・・ 

 

私達がアセンションするためには、何が必要

なの？ 

 

アセンションした世界はどのような世界な

の？ 

 

アセンションは私達に何をもたらすの？ 

 

 

私達がアセンションした状態になるために

行うべきこと 

 

1、「宇宙の愛」理解して少しでも近づこう

とする事。 

 

2、スターピープルや他人に対して依存心を

持たない事、自分を助けてもらおうと思わな

い事。 

 

3、スターピープル達を自分と対等な存在だ

と思う事、共に成長しあうための友達だと思

ってください。 

 

4、地球と自分を、自分自身の努力で変えて

いこうと願い行動する事。 

 

 

第２章 アセンションメ

ッセージ１  

地球人がアセンションす

る為に 
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名前 R 星人 

人々を大切にすることから始まるアセンシ

ョン 

 

私達は、地球の人々と、とても深い関係にあ

ります。 

今まで多くの地球人を癒し、正しく生きる道

をおしえてきました。 

残念ながら、全ての人達が、私達の癒しによ

って「宇宙の愛」に目覚めたわけではないの

ですが、多くの人々の中に目覚めのための光

を送っていったことは間違いないでしょう。 

 

私達は地球の人達が１人でも多く、意識の進

化を遂げてアセンションする事を望んでい

ました。 

しかし、アセンションは地球の人達が、考え

ているように簡単なものではありません。 

何もしないで、ただ待っているだけでアセン

ションが起こり、自分が救われると考えてい

る人には、アセンションは起こることなく素

通りしていきます。 

ただぼーっと待っているだけ、時間の無駄で

す。 

 

人に頼ってばかりの人、自分自身を信頼でき

ない人、いつも他人に対して悪口を言う人、

自分の感情に左右されてばかりいる人もア

センションとは異なる道を歩んでいます。 

また、自分の人生は、お金儲けだと思ってい

る人、人々に尊敬されて先生と呼ばれること

人々を大切にすることから

始まるアセンション  
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に快感を感じている人、見えないものは信じ

られないと思っている人は、さらにアセンシ

ョンから遠い位置にいます。 

 

他人や動物、植物に対して愛情を感じられな

い人、自分の生活が良くなればそれだけでよ

いと思っている人、他人に愛を求め束縛しよ

うとする人達は、アセンションそのもの対し

ても興味を持たないでしょう。 

 

でもそれでいいのです。 

アセンションは全ての人に起こる訳ではな

く、本当に自分自身を成長させたいと願って

いる人にのみ起こります。 

自分自身が、地球人という枠組みを超えて、

宇宙の友人達と共に活動をしようという決

心が出来た人に起こるのです。 

 

もちろん、今の地球人には、私達の姿が見え

ないので、スターピープルと共に活動すると

いう事を考えるのは、まだ速いかもしれませ

ん。 

反対にそう考えている人は、人間の生活から

逃避したいと考えている人が多いかもしれ

ません。 

しかし、やがてそのような時期がやってきま

す。 

 

現在の段階では、皆さんに「宇宙の愛」の第

１ステージの意識にいてもらう事が、皆さん

がアセンションを迎えるために最も大切な

ような気がします。 

「宇宙の愛」の第１ステージとは、地球の

人々や動物、植物達を大切にしたいと思う気

持ちです。 

彼等を尊重し、共に地球に生きるものとし

て、愛を分かち合いたいと考えることです。 
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地球は、いまだ光の世界と闇が多く残る世界

が混在しており、暗いニュースや人を傷付け

たニュースもまだ多く、全ての人達を大切に

尊重することは到底できないように思えま

す。 

しかしあなたが、地球に生きる人々や動植物

を愛したいと思ったときから、あなたはアセ

ンションの入口をくぐることになります。 

 

あなたがアセンションの入口をくぐると、そ

れだけであなたが見る世界は異なってきま

す。 

あなたにとって優しくて心地よい世界に変

わっていくでしょう。 

あなたは、世界の人達を愛することが簡単に

なったと思うようになるでしょう。 

なぜなら、その世界では、他の人達もあなた

の事を愛しているからです。 

あなたは、ほかの人達から、愛されている、

大切にされている、という感覚を受け取るこ

とで、心が開かれていきます。 

 

あなたの心が開かれていくと、あなたの内側

にわだかまっていた感情が次々と溢れ出し

ていきます。 

あなたが、過去に自分を傷付けられた苦しい

体験や愛する人を失った悲しい体験、あるい

は自分を大切にしてもらえなかった怒りな

どが、次々とあなたの心の内側から解放され

ていくでしょう。 

 

以前のあなたでしたら、それは耐え難い苦痛

です。 

自分が大切にされていないと思い、怒りや憎

しみの中に逃げ込んでしまい、自分自身を傷

付けたことでしょう。 



 
 

20 

 

でも今は、自分が自分を愛しているし、他の

人達からも大切にされているという感覚が

ありますので、その様な苦しみや怒りなど

は、あなたを傷付けることはありません。 

ただそのような事があったという事に感謝

して、手放していけば良いのです。 

そして、自分の怒りや悲しみの感情を解き放

てば解き放つほど、あなたの心は空っぽにな

っていきます。 

そうすると、あなたの心の中に、多くの人達

の愛が流れ込み、あなたは喜びや楽しさの感

情にあふれてきます。 

 

あなたの中にある怒りや悲しみが癒され、大

きな愛に変わってくると、あなたは他の人々

や動植物を愛することに喜びを持てるよう

になるでしょう。 

まさにその世界が、アセンションした世界の

始まりです。 

あなたの意識は、今迄と異なり、どんどん広

がっていくでしょう。 

あなたの中に閉じ込められていた叡智や能

力もどんどん開かれ、あなたは、私達スター

ピープルの姿が見え、声が聞こえるようにな

るでしょう。 

 

あなたは、自分達が置かれていた世界の真実

を知ることになります。 

今まであなたは、地球人しかこの宇宙にはい

ないと信じ込まされていました。 

そして物理的な世界しかないので、この世界

の中で、お金を稼ぎ豊かになる事が必要だと

教えられていました。 

 

しかし、今見る世界は、地球には美しい物理

的な世界もあれば、多くのスピリット達が存
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在する創造的な世界もあるのです。 

やがてあなたは、私達スターピープル達のゆ

るぎない愛の世界に触れることになります。 

彼等は、同じ星に生きている人々や動植物だ

けでなく、この宇宙に生きている全ての人々

や生命に対しても惜しみなく愛を分かち合

っています。 

 

あなたは、この素晴らしいスターピープルと

接するだけで、自分が教えられてきたことは

すべて間違いだったと気づくでしょう。 

そして、あなたも彼等と共に、この宇宙に生

きる人々を愛し、彼らのためにできることを

行ってみたいと願うようになるのです。 

あなたが、自然にその様な気持ちを持つ事が

出来れば、あなたもスターピープルの仲間に

なることが出来ます。 

 

そして、さらに素晴らしい「宇宙の愛」の第

２ステージに向かっていくことが出来ます。 

「宇宙の愛」の第２ステージは、この宇宙に

存在する者達全てを愛することが出来る気

持ちになる事です。 

そこには、憎しみも悲しみもなく、豊かな愛

と喜びしかありません。 

皆さんが、その様な状態になると、地球は次

の第２次アセンションへと向かって進み始

めることが出来ます。 

第２次アセンションこそが、私達、スターピ

ープルの多くが今立っている場所なのです。 
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名前  S 星人 

アセンションは人類の進化のための奇跡 

 

私達は狂気の創造主によって深い闇の中に

閉ざされたまま、長い時を過ごしました。 

私達は、シリウスが核戦争を迎えることをと

ても恐れていましたが、シリウスの指導者達

に成りすましたダーク・ピープルによって、

私達の大切なシリウスは、核戦争に巻き込ま

れてしまいました。 

 

平和を守るためには、勇気が必要です。 

たとえ相手の力が巨大でも、相手の力に負け

ない信念が大切です。 

私達は、シリウスの指導者達が、自分の欲望

にまけてダーク・ピープルに依存し、特別な

力をもらってシリウスの人々を支配してい

ったことを深く悲しんでいます。 

私達１人１人の信念がもっとしっかりして

いれば、このような事は起こらなかったので

す。 

 

地球も、その時のシリウスの状況と全く同じ

です。 

地球の多くの指導者が、他者を支配したい、

自分達が一番利益を得たいという気持ちか

ら、ダーク・ピープル達とひとつになってい

ます。 

そして彼等からコントロールを受け、核兵器

や原発を手にしています。 

そして地球に住む人々を様々な手法でコン

アセンションは人類の進化

のための奇跡 



 
 

23 

トロールし、自分達に従わせています。 

 

多くの人々はそのコントロールにのまれ、彼

らの思い通りに動いているかもしれません

が、それが正しくないことを知った人達は、

自分達や仲間達が、ダーク・ピープル達に支

配されないように、もっと勇気を持って自立

してください。 

彼等のやる事を認めてしまえば、やがて地球

もシリウスと同じ事になります。 

彼等に依存しないように、そして彼等が地球

人の支配のために行っていることに絶対同

意しないでください。 

 

皆さんは、未だ自由です。 

各兵器や放射能の恐ろしさを知り、それに反

対することも、原子力発電を認めない政治家

を選ぶことも何のリスクもなく行えるので

す。 

そして、自分達の遺伝子を修復するために、

自分を覚醒させ、もっと「宇宙の愛」に目覚

めてください。 

 

スターピープル達が、皆さんを救うために必

死でサポートしているのです。 

彼等と、愛の波長を分かち合う事で、あなた

自身の覚醒も遺伝子の修復も行われるので

す。 

私達の時は、誰も助けてくれませんでした。 

私達は孤独の中で絶望的な日々を送ってい

たのですが、地球は、これだけ多くのスター

ピープル達が、皆さんを守るために集まって

きています。 

 

そして少しでも目覚めた人達を光の世界へ

と導いているのです。 

私達は、地球の人達が、どうして目覚めない
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のか不思議です。 

これだけ条件がそろい、皆さんは助け出され

るばかりになっているのに、皆さんは、ダー

ク・ピープル達による支配を心地よく受け取

っているのです。 

 

地球のアセンションに向けて、多くのスター

ピープル達が一生懸命努力しています。 

通常であれば、アセンションは、どの星の種

族にとっても名誉なことであり、自分達の進

化と優秀性を認めてもらえる絶好のチャン

スです。 

多くの種族が、このアセンションを目指して

長い時間をかけて努力しているのです。 

 

アセンションは簡単に起こるものでもなく、

種族によっては、数万年もの間、努力し続け

なければならないものです。 

現在の地球の種族では、何万年もの間待ち望

んだ最初のアセンションなのですが、地球の

人々の多くが、アセンションの事も知らずに

過ごしています。 

これが人類の進化の大きなチャンスである

ことに気づいている人は、地球の中でもほと

んどいないでしょう。 

 

地球のアセンションが、本当に限られた人達

だけに起こることが、私達にはあまりにも残

念なことに思えますが、最後まで「宇宙の愛」

に気づくように努力を怠らないでください。 

せっかくのチャンスを無駄にすることがな

いようにしてください。 
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名前  G 星人 

自分のエゴを克服して光の世界に行きまし

ょう。 

 

私達が、闇の世界から目覚めて、地球の様子

を見ると、地球はまだまだ闇が深く、目覚め

が遅いように感じました。 

 

確かに地球は闇から生まれた星ではありま

すが、光をもったスターピープル達のサポー

トもありましたので、そこから十分に学び取

ることも出来たはずです。 

私達の星も闇に落とされて、闇の世界で生き

ることを強いられましたが、かろうじて半分

の人は、心に闇を生みだすことなく心を守る

ことが出来ました。 

 

地球と私達の星では、文化も考え方も大きく

違いますが、ただ私達は、半分の住民ではあ

りますが、長い間、闇の中で生きる事に対し

て打ち勝つことが出来たのです。 

地球の方達も必ずできるはずです。 

これからさらに、闇を学ばなくてはいけない

方もいますが、これから光の世界に向かう人

には伝えることがあります。 

 

どうか、今迄の闇の世界で身に着けてしまっ

た感覚を捨て去り、自分の中の光を十分輝か

せ、光の世界で生きる感覚を感じてくださ

い。 

 

自分のエゴを克服して光の

世界に行きましょう 
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そう伝えたとしても、皆さんは理解できない

かもしれませんが、皆さんはもうすでに闇の

中にはいないのです。 

もうすでに光の世界に入りスピリチュアル

なレベルでは光の存在になっているのです。 

 

その事を肉体レベルで実感できないのは、た

だ闇の世界に長くいた体の癖なのです。 

もうすでに、自分の中で輝きだした光を感

じ、光の存在であればどのように行動すれば

よいかを感じてください。 

 

光の存在というのは、まず自分自身を否定す

ることはしません。 

自分自身を認め、自分の可能性を心から信じ

る事ができ、そのうえで自分がどう行動した

らよいかを考えることが出来るようになる

のです。 

善悪の分別をしっかりとつけ、自分自身の問

題からも決して逃げません。 

 

光の存在というのは、良い意味で恐れを知り

ません。 

自分の可能性と自分の強さを知っています

ので、自分でいろんなことを切り開けると心

から思うことが出来るのです。 

これは決して自分勝手な欲望や自分の願望

を実現するといった事ではなく、自分自身を

高める為の問題に堂々と立ち向かっていけ

という事なのです。 

 

光の世界といっても、全てが思い道理になる

ような楽な世界ではありません。 

今迄の地球のように、どんなに頑張っても乗

り越えることが出来ないという問題が存在

しなくなるだけです。 

光の世界でも努力は必要です。 
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努力をして自分自身を高めることを忘れて

はいけません。 

 

皆さんは光の世界を少し勘違いしているよ

うに思えます。 

光の世界にいけば、今まで虐げられてきた生

活が取り払われ、自分が自由になれると考え

ている人がたくさんいるように思えます。 

オートマッティツクに何をしなくても自由

になれるという訳ではありません。 

やはり自分自身が自由になるためには、自分

で声を上げ、必要なことを実行しなければな

らないのです。 

 

自分自身が立ち上がらなければ、自分を守る

ことはできません。 

自分がされたら嫌な事は、はっきりといやだ

といわなければならないのです。 

まずそこから始めてみてください。 

 

最後に、簡単ですが、皆さんが光の世界に行

く法則を教えましょう。 

まず、人の立場になって考える事を日頃から

行うことです。 

人の考え方、人の苦しみ、悲しみを思い、自

分だったらどうするかという事を考えて行

動してください。 

 

そして地球の人にとって、最大の壁となるエ

ゴと立ち向かう事。 

たとえば、何か自分の欠点を誰かに指摘され

たとしたら、皆さんが初めに起こす行動は、

怒りによってその指摘を否定することです。 

注意してくれた人の言葉を、様々な理由で否

定し、反対にその人を批判しようとします。 

まずこのことを自分で律しなければなりま

せん。 
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たいていの方は、相手の欠点を指摘するとき

に、同じように悩み考え、迷った末に、相手

の方が良くなって貰おうと考えてその意見

を伝えます。 

まずそのことにたいして感謝の気持ちを抱

いてください。 

こうしてしっかり伝えてくれる方は貴重な

方ですので、しっかり聞き入れるようにして

ください。 

 

これはスピリチュアルの事ではありません

が、光の世界に行く人達は、日頃の日常の中

でベストな状態になければいけないのです。 

それは、同じ日常を生きる人から尊敬され愛

されなければならないのです。 

日常で共に生きている人々から、賞賛される

ようにならなくては、光の世界に行く意味が

ありません。 

その様な現実的な世界での行動をまず大切

にしてください。 
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名前  Y 星人 

自分が望んだ自分になる事、深い愛を理解す

る事。 

 

今回、私達が天の川銀河に戻ってきたのは、

地球をサポートする為です。 

今地球はアセンションのために、深いネガテ

ィブなエネルギーが噴出して、皆さんも大変

不安定な心の状態となっているとお聞きし

ました。 

 

皆さんは、心配しなくてもよいことを心配し

たり、不安になったりと、あらゆる感情に振

り回されています。 

その為に、宇宙連合は、私達に応援を要請し

たのです。 

私達の深い愛と自由さが、地球の方達の助け

になると宇宙連合は言っていました。 

 

実際に私達は地球にたどり着き調査してみ

たのですが、やはりそうでした。 

今日（2016 年 8 月 12 日）からですが、

皆さんが少しでも、平和な状態を保てるよう

に、私達はエネルギーを送ることになりまし

た。 

今私達は地球に近いところに宇宙船を止め

てエネルギーを送り続けています。 

少しは皆さんの助けになると思います。 

 

確かに今の地球の状況ですとネガティブな

エネルギーが吹き出して、皆さんが不安定に

自分が望んだ自分になる

事、深い愛を理解する事 
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なるようなことがおきます。 

これはアセンションのなかではよく起こる

ことです 

 

不安にならずに平静を務めてください、とい

っても難しいことは良くわかります。 

今地球をサポートしに来ているほかのスタ

ーピープルも言っていると思いますが、この

不安定な状況は一時的です。 

 

必ず嵐が去ったように平穏な日々が来ます。 

いえそれ以上の日々が来るかもしれません。 

 

アセンション後の世界は自分が願ったこと

が即座にかなう世界となります。 

今迄のように時間がかかる事はありません。 

ただし、人に危害を加える事や安全でないこ

とは実現しません。 

そのほかの事で、皆さんが想像したことは、

すぐに現実になる世界がやってきます。 

 

2016 年の秋（その後２０１９年末に変更）

にアセンションは予定されていますが、アセ

ンション後の 2 か月くらいは、今迄の状況

を引きずるかもしれませんが、変化の兆しを

はっきりと感じることはできますので、どう

か不安にならないでください。 

今大変な状況にあるとしても心の状態はい

つも前向きでポジティブでいてください。 

 

私達が関わる世界は光が60％からの世界で

す。 

私達がかかわる人はネガティブな感情やエ

ゴが入っていなくて、そこに起きていること

を楽しむことが出来る人達です。 

 

肉体を持つ人には、やはり物理次元でのしが
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らみがありますので、物理世界に会った考え

方をお伝えしたいと思います。 

やはり皆さんには肉体の制限がありますの

で、肉体という制限を持ったうえで自由に生

きるとはどういう事かを教えていきます。 

 

初歩的な考え方の一つですが、自分がこうな

りたいと思った事は実現可能です。 

ただし、それはエゴがあっての自分ではな

く、自分の使命に基づいて願った事であるな

らば実現します。 

アセンション後は、皆さんは自分の事がもっ

と理解できるようになり、自分に求められて

いる事も理解できるようになります。 

 

今までの地球では、皆さんは同じことをして

生きてきました。 

つまり、同じ型にはめられて生きてきたので

す。 

人生がうまくいかなかった人は、自分はダメ

な人間であると思ったことでしょう。 

皆さんは、同じ型に基づいて生きるようにさ

れていたために、自分に向いていることが見

えなくなっていたのです。 

 

型にはめられる自分から脱却して自分の役

割に目覚め、自分にできることを見つけてい

く事に気づいてください。 

それが光６０％以上の世界です。 

自分の持っている役割や使命に気づき、その

事を行う事が、自分の自由な世界を作る事に

なります。 

 

自分の好きな事、自分にしかできない事を行

うから、自分自身が輝いてくるのです。 

今の人達は、自分自身にたいする制約を自ら

作り、自分以外の他の物になろうとしている
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ので、自分にたいして幻滅してしまうことも

あります。 

その様な生き方も、社会自体が限界であると

わかってきていますので、社会自体の考え方

も変わっていくでしょう。 

そうしないと地球自体も発展することはな

いでしょう。 

 

光６０％の世界に来る人は、この事がきちん

と理解できる人達です。 

今でも、自分に向いている事をしたい、望ん

でいる人生を送ることが出来ると考えてい

る人達なので、その事が実現する世界になり

ます。 

 

これから行う具体的なことについてお話し

します。 

私達の星は深い愛と自由がテーマですので、

皆さんに本当の自由、本当の愛をお伝えして

いきます。 

その為に、夢の中でビジョンとしてみせた

り、生活している時にインスピレーションで

送ったりします。 

時としてスピリチュアル・レベルで私達の姿

を見て交流することが出来る人もいます。 

私達は、人に合わせて交流の方法を変えるよ

うにしています。 

 

これから生まれてくる子供や生まれたばか

りの子供達にも、事前に深い愛を教えていき

ます。 

生れた後に、彼らは地球の人々に対して、本

当の愛を教えていく先生となります。 

 

たとえば深い愛は、物理世界では、自分のパ

ートナーや子供を束縛するのではなく、相手

を尊重し、子供の意見も聞いて育ててあげる
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事になります。 

子供であっても、私達の世界では、１人の人

間として尊重されて生きています。 
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名前 U 星人 

有害なダーク・ピープル達に心を奪われない

でください 

 

今回、私達が地球のアセンションで行う事

は、ディセンションした星々の者達から、こ

の地球を守る事です。 

彼等は、通常のスターピープル達では、対応

できない能力とパワーを持っていますし、精

神のコントロールにも大変優れています。 

 

地球の人達は自分達をはるかに上まわる彼

等の力には到底太刀打ちができないと思い

ます。 

彼等は、皆さんを様々なヒーリングや信仰、

お金儲けの方法でおびき寄せ、皆さんと一体

化して、地球での活動基盤とします。 

彼らが一体化した人々は、特別な力を持ちま

すので、他人に対して大きな影響力と支配力

を持ちます。 

そしてヒーリングや宗教、ネットワーク販売

や株式の売買、IT の開発などをとおして、

お金と名声、そして人々の崇拝を得ます。 

 

皆さんは、その力にどんどん酔いしれ、自分

の活動を広げて仲間づくりをします。 

ダーク・ピープル達は、その様にして作られ

たグループや教団などを巧みに支配し、現実

世界での力を拡大してきます。 

現実世界でも、スピリチュアルの世界でも、

彼らはそのようにして、自分達のテリトリー

有害なダーク・ピープル達に

心を奪われないでください 
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を広げ、世界を支配し奪い去っていきます。 

 

スターピープル達は、現実世界で人と一体と

なった地球外生命達には何の手出しもでき

ませんので、彼等の行為を止めることはおろ

か、彼等を発見する事さえもできずに侵略さ

れていくのです。 

創造主達も同じで、地球人となった彼等の行

為を止めることはできません。 

 

幸いにも、この地球には、TAKESHI さんと

アシュタールを初めとするスターピープル

の皆さんが、しっかりと連携を取っていらっ

しゃるので、地球人と一体化した地球外生命

体も見つけることが出来ますし、彼等に対し

て有効な処置をとることができました。 

 

私達は、皆さんのお手伝いをしながら、特に

人と一体化していない地球外生命体達の処

理を行なっていきたいと思っています。 

人と一体となっていなければ、私達にも彼等

の活動が見えますし、彼等が何を考え、何を

しようとしているのか分かりますので、皆さ

んに先駆けて、私達の方で彼等に対抗したい

と思います。 

 

もちろん私達だけで処理することが出来な

いこともありますので、その時は、アシュタ

ールの皆様やスターピープルの皆さんと共

に、処理を行ないたいと思います。 
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〇自分の内なる心と深くつながってくださ

い。 

 

どうか、自分の内なる心と深くつながってく

ださい、 

皆さんに取って有害な地球外生命体達は、皆

さんの心の隙間に侵入してきます。 

それは、皆さんの寂しさや不満足感、愛され

ていないという愛の欠乏感や自分が認めら

れていないという不満足感、お金や物品、あ

るいは恋人がほしいと思う欲望、他の人達を

支配したいと思う気持ちが、彼等を呼び寄せ

る隙間となります。 

 

あなたが、自分の内側を向かずに、外にある

ものばかりに気を取られ、望んでいる時に彼

等はやってきます。 

彼等は、まずあなたの欲望を満たすことから

はじめます。 

ヒーリングや宗教、株式などをやって、普通

よりもお金がたくさん入ってきたり、人から

先生と崇められたり、まずあなたの気持ちを

満足させる所から、あなたに取りいってきま

す。 

 

あるいは、特殊な能力や技術を持った人、誰

よりも多くの収入や名誉を得た人など、あな

たを心酔させるものを持っている人達に依

存してしまった時に、あなたの理性は揺ら

ぎ、あなたの心の主導権を奪われてしまいま

す。 

 

もしあなたが、現在、誰かにコントロールさ

れているような気がしたり、何かに夢中にな

っているとしたら、あなたの心から理性を奪

い、あなたを中毒にさせている物がないか調

べてください。 
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多くの人は、この段階では、「いや、そうじ

ゃない。」と自分がしていることを正当化す

るでしょうが、やがて、今迄の自分とは違う

世界に入ってきている事に気づくでしょう。 

 

ただ難しいことは、たとえその世界が、本当

に素晴らしい世界のように見えていても、あ

なたの意識が、彼等にコントロールされてい

ることもあるのです。 

あなたの意識には、自分が行っている事が、

有益でとても素晴らしい事のように思える

事がありますが、気づいてみるとそうではな

かったと思えることが良くあります。 

 

多くの新興宗教にも同じことが言えます。 

その世界の中にいるとその世界こそが真実

であると思えますが、その宗教からはなれる

と、まるで映画館を出たときのように、今迄

の世界が作り物であったことが分かるので

す。 

 

今迄は、皆さんは、様々な映画を映しだして

いる映画館の中にいるような状況です。 

自分達とあなたに関わる地球外生命体達に

よって作られた映画を見ていました。 

しかしアセンションは、その映画を終わら

せ、皆さんを映画館から外に出すことです。 

あなたが、現実に存在している世界の本当の

姿を見るときがやってきたのです。 

今迄の幻想をはねのけ、新しい世界の幕が上

がります。 

 

今度はだまされることなく、あなたにとって

真実の世界を見てください。 

私達は、そのために、幻想のとばりを片付け

る準備を行っています。 
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名前 K 星人 

ゆるぎない幸福と豊かさは、あなたの心から 

  

私達は、皆さんの世界にはない新しいエネル

ギーを持っています。 

それは、永続的に続く幸福と豊かさ、喜びを

もたらすエネルギーであり、深い安心感に基

づくエネルギーです。 

  

この地球では、幸福や豊かさは、物やお金と

して表され、相手に求めることでしか得られ

ないと考えてしまいがちです。 

また、今までの地球は、闇が多い世界だった

ので、幸福や喜びは一瞬の物で永続しない、

不安定なものでもありました。 

  

これからの地球は、光が多い世界になるの

で、永続的に続く幸福や豊かさが実現される

土台はしっかりと出来上がってきましたが、

地球の人々の意識が追い付いておらず、永続

的な豊かさや幸福を受け取ることにまだ慣

れていません。 

  

それは、皆さんが長い間、闇の多い世界に生

きてきたために、本物の幸福や豊かさを受け

取ることを、皆さんの生活習慣や DNA が邪

魔をしているのです。 

皆さんは、自分が受け取るべき本当の幸福や

豊かさがイメージできていません。 

  

その為に、永続する幸福や豊かさがどのよう

ゆるぎない幸福と豊かさ

は、あなたの心から 
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なものかを教えてもらわなくてはいけない

のです。 

私達は闇が一切ない世界に生きていますの

で、ゆるぎない幸福と豊かさで満ち溢れてい

ますし、１人１人が豊かさを実現する強い心

を持っています。 

  

私達は、自分達が何度もアセンションを行っ

てきた経験をもとに、多くの星のアセンショ

ンを手伝う為に働いてきました。 

多くの星のアセンションを手伝う事で、私達

は経験を積み、闇が深い者達も導くことが出

来るようになりました。 

  

私達は、これから地球のアセンションに全面

的に協力します。 

私達のゆるぎない幸福感と豊かさを皆さん

の意識の中に伝えていきます。 

  

光の世界に行く人は、私達の意識を受け取

り、今まで以上に幸福になります。 

全てはここにそろっていますので、皆さん

は、豊かな心の状態になる事で、後から豊か

さや皆さんが必要とするものがついてくる

ようになります。 

  

物が足りないからといって不安になると、決

して物はついてきません。 

皆さんは、いつまでたっても不足していると

いう不安のままです。 

  

皆さんが、ゆるぎない幸福感に満たされるこ

とで、物理的な部分でも豊かになります。 

自分が必要とするものが常に、目の前にある

状態になっていきます。 

その事を地球人に教え、皆さんの意識の中に

組み込むために、私達はやってきたのです。 
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光の世界に行く人達が、私達と接触すること

で、豊かさを信頼できるような状態になるで

しょう。 

  

私達はこれから、全世界を回りたいと思いま

す。 

地球を一周して、光の世界に行く人達をゆる

ぎない幸福感に導きたいと思います。 

そうすることで、皆さんの不安が少なくなり

ますので、一気にアセンションも進むでしょ

う。 

  

やはりアセンションが進むには、この世界に

住む人達の意識が変わることが重要です。 

一部の人だけが、意識が変わったとしても、

光に向かう人達の多くの意識が変わらない

アセンションはうまくいきません。 

  

地球と地球に住む方達が、共に光の状態にな

らなければ、アセンションは決して成功しな

いのです。 

皆さんは、肉体を持っていますので、すぐに

このような考え方になる事は難しいでしょ

うが、ぜひ、この考え方を理解してくださ

い。  

肉体も一緒にアセンションするには、自分自

身の心をゆるぎない幸福感で満たすことが、

一番重要なのです。 

  

私達が、これから皆さんに、ゆるぎない幸福

感と豊かさをお伝えしますので、ご安心くだ

さい。 

地球の方達は、このゆるぎない幸福感を一度

も味わったことがないので理解できないか

もしれませんがきっと理解できるようにな

ります。 
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私達の世界はアセンションを繰り返し物理

的な世界からスピリチュアルな世界となり

ました。 

多くの世界の人は、私達を豊かさの象徴とし

ていますが、私達が象徴となるのではなく、

自分自身の心の中に豊かさの象徴を作りあ

げてください。 

そして私達の心と深くつながってください、

それが豊かさとなります。 

  

皆さんが、豊かになれない仕組みがあります

ので、教えましょう。 

それは、自分が今不十分だ、足りていないと

いう意識の時は、どこからか、豊かさを奪う

という気持ちになってしまいます。 

そして、自分自身が奪い、奪われるサイクル

を作ってしまうのです。 

  

それを繰り返していくと、足りないから奪

う、また足りないから奪う、というサイクル

に陥ってしまいます。 

そしていかなる状況でも足りていない、とい

う状況をつくりだしてしまう事でしょう。 

  

もし、皆さんがそのサイクルから抜けだすこ

とが出来たなら、自然に必要なものがそろう

ことになります。 

皆さんの、生活の中では、足りないという状

況に一切陥らなくなるのです。 

これは宇宙の豊かさの法則でもあります。 

地球の皆さんが、この豊かさの法則を心底理

解できた時、アセンションは完了するでしょ

う。 

  

皆さんは、多くの心配事を抱えて困っている

ようですが、大丈夫です。 

私達と出会えたという事は、私達との波長が
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合いましたので、もうすでに豊かになってい

るという事です。 

  

豊かさの法則はシンプルです。心があらゆる

状況を生みだします。 

状況が心を作り出すわけではありません。 

最初に心が動き、形が作られます。 

そして心の状態がすべて現実になるのです。 

心というのは、皆さんが考えている以上に重

要なのです。 

  

全ては、心から起こります。 

今、地球はアセンションのさなかにあり、多

くの人々の感情が噴出しています。 

今迄、隠されていたものが解放されていく途

中にあるので、一時的な混乱状態に陥りま

す。 

今迄は、闇に覆い隠されていたので、これか

ら光に向かう者達は、不要なエネルギーをふ

るい落とさなければならない時期に入って

きました。 

  

アセンションによって光が強くなったこと

で、今迄隠されていた闇が浮き上がり、粗が

見えてきました。 

多くの人達が混乱していますが、皆さん自身

が解決しなければならない事が起きていま

す。 

その様な時は、自分自身の信念を曲げずしっ

かりと進んでください、これからきっと報わ

れます。 

私達もサポートにつきますので、きっとうま

くいくと思います。 
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名前 Z 星人 

自分の不要な感情を処理する事の大切さ。 

 

地球の人は、アセンションの真っただ中にお

いても生きる喜びだけは忘れてはいけませ

ん。 

私達は、その喜びを与えるために、ザビリエ

ナ星の仲間と共に来ています。 

動物やホビット達も来て、あなたを楽しませ

るために歌い踊っています。 

 

私達が、この地球に来た理由についてお話し

しましょう。 

それは、地球に喜びのエネルギーを高める為

です。 

今地球で活躍しているスターピープル達の

悩みは、地球人がどうしてこれほどまでに根

深い否定的な感情を持っているのかという

事です。 

 

地球人は、歴史が始まった時から、争いや支

配が行われる環境の中で生きてきました。 

度重なる戦争や領土をめぐる争い、宗教や民

族に関わる争いや抑圧の中で苦しみ続けて

きました。 

その為に、全ての事に対して懐疑的となり、

人々を信頼することを忘れてしまいました。 

 

それは国家レベルや宗教レベルの大きな問

題から、自分が働いている会社や社会の中に

おける問題、そして家族の間においても、お

自分の不要な感情を処理す

る事の大切さ 
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互いの信頼というものが失われてしまった

ことから、様々な問題が生まれてしまったの

です。 

 

人々は、まず疑う事から初めて、相手を信頼

できないというエネルギーを常に放ち続け

ています。 

そのために、彼等が願う現実が次々と生まれ

てくるのです。 

彼等が願う現実とは、相手は信頼できないや

つだから、自分を攻撃したり、自分に対して

不利益なことをするという現実です。 

 

お互いが同じことを異なる視点から見るこ

とで、お互いの共通点を見出すよりも、お互

いの相違点を見つけだし、お互いが協調でき

ない事の理由とします。 

それはただ、お互いが感情的に争いたいと思

う気持ちに対して理由付けを行っているに

すぎないのです。 

 

皆さんも、自分達の身の回りで、どうでもい

いことで口論したり、相手に対して怒りや憎

しみを持ってしまう事もあると思います。 

やがて、口論した原因も忘れて、相手に対す

る憎しみや怒りの感情、相手を屈服させたい

という感情だけが残ります。 

 

この感情は、口論の原因が解決したとして

も、あるいはその原因を忘れたとしても、そ

の感情だけは残ります。 

特に家族の場合は、両親と子供の間で、この

確執はよく起こります。 

そして、それが心の中に残ったまま子供は育

ちますから、社会や新たなパートナーに対し

て同じような確執を持ち続けます。 

これは、その時の人間関係だけに起こるので
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はなく、確執のエネルギーがどのような状況

であっても、その相手となる人を探し出し

て、同じような確執に基づいた関係を作って

いきます。 

 

これは皆さんの遺伝子レベルの問題かもし

れません。 

戦争や差別によって、自分がいつも支配され

たり、抑圧をうけたりしていれば、自分の中

で、自分は傷つけられるのが当たり前だと思

ってしまいます。 

また、同じような人間関係のトラブルで傷つ

けられることが何度も起これば、他人を信頼

できないという感情が高まり、自分の遺伝子

の中に懐疑や不信感のエネルギーを生んで

しまうのです。 

 

そのために何世代にわたって「懐疑・不信感」

のエネルギーを持ち続け、他人にたいして、

正当な理由もなく怒りや憎しみをぶつけて

しまうのです。 

人々は、自分が心の中に持ち続けている感情

によって自分の現実を作りあげてしまうの

です。 

 

このままでは、皆さんは、憎しみや怒り、恐

れ、不安といった感情から自由になることが

出来ません。 

それらの感情は、皆さんにとって、本当に必

要な愛や喜びといった感情とは正反対の場

所にありますので、あなたは本当の愛に目覚

めることもできなくなります。 

 

今、アセンションしようとする人々のスピリ

ットは、皆さんをその様な感情から自由にし

ようともがいています。 

そして、その様な感情から解き放たれて、愛
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の意識と一つになろうとしていますが、地球

人の DNA に刻まれたネガティブな感情が、

スピリットを引き留めているのです。 

 

この感情に対して肉体を持ったままでは自

由になれないと感じたスピリットは、肉体を

脱ぎ捨ててアセンションをしていくでしょ

うが、それでは本質的な解決になりません。 

スターピープルの多くがこのことに気づき、

皆さんの傷ついた遺伝子達を修復しようと

試みていますが、その膨大な作業にかかる時

間は果てしないものです。 

 

しかも、皆さん１人１人が、長い歴史の中で

繰り返し行われた争いや抑圧の中で遺伝子

が傷つけられ、ネガティブな感情を先天的に

持つようになったという事に気づき、その感

情と遺伝子を自らの力で癒し修復していか

なければならないのです。 

 

スターピープル達が一生懸命に DNA を修

復しても、人間達が、再びネガティブな感情

に捕らわれ、誰かに対して怒ったり憎しみの

感情を持つと、修復された DNA もすぐに傷

ついてしまい、修復の意味がなくなります。 

 

現在、アセンションにとって、最大の障害は、

皆さんのネガティブな感情です。 

それが地球の人々の潜在意識と深く絡み合

って巨大な負のエネルギーを作り出してし

まい、アセンションしていく人達の脚を引っ

張っているのです。 

そして、光に向かおうとする地球のエネルギ

ーを奪い続けているのです。 

 

確かに一つの星がアセンションするときは、

様々なことが起こりますが、地球は他の星に
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比べても闇が深く、多くの人々の感情や意識

が癒されることなく残っています。 

スターピープルはこのような状況でのアセ

ンションは滅多に起こらないので、その対処

に苦労しているのです。 

 

現実世界に居る TAKESHI さん達をとおし

て、それらのエネルギーを見つけ一つ一つ処

理していますが、それでは間に合いません。 

皆さん１人１人が、自分が持つエネルギーの

中から、ネガティブな感情を消していかなけ

ればなりません。 

そして、地球の人々の潜在意識が作る負の感

情のエネルギーと自分自身を切り離してい

かなければならないのです。 

 

そうしなければ、アセンションに伴う次元上

昇から、皆さんは外れてしまう事になるでし

ょう。 

自分自身のネガティブな感情に引きずられ、

自分自身を光の世界に導くことが出来なく

なります。 

 

地球のアセンションに対して最初予定され

ていなかったスターピープル達が、今たくさ

んサポートに入ってきました。 

その理由はまさにこのネガティブな感情の

浄化のためです。 

私達は、最後の障害となる人間のネガティブ

な感情の処理を行いに来たのですが、皆さん

１人１人が自分自身の感情をきちんと処理

することなしには、光の世界に行けないとい

う事をしっかりと理解しておいてください。 
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私達にとって最も必要な「宇宙の愛」とは？ 

 

私達を生みだし、私達を進化させる「宇宙の

愛」とは？ 

 

「宇宙の愛」の本質とは何？ 

 

どうしたら手に入れることができるの？ 

 

 

 

私達がアセンションした状態になるために

行うべきこと 

 

1、「宇宙の愛」理解して少しでも近づこう

とする事。 

 

2、スターピープルや他人に対して依存心を

持たない事、自分を助けてもらおうと思わな

い事。 

 

3、スターピープル達を自分と対等な存在だ

と思う事、共に成長しあうための友達だと思

ってください。 

 

4、地球と自分を、自分自身の努力で変えて

いこうと願い行動する事。 

 

 

 

第 3 章 アセンションメ

ッセージ２ 

「宇宙の愛」について 
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名前  G 星人 

「宇宙の愛」へ至る道 

 

私達は、皆さんとはとても近い関係にありま

す。 

古い親戚のような関係といってもよいでし

ょう。 

同じ白鳥座の A 星人達が、地球の古代文明

に関わり、マヤやインカ、そして古代エジプ

トを作る事をサポートしましたが、私達は、

大きな文明が滅んでしまったあとの時代、現

代の地球人の時代から関わってきました。 

 

私達が地球人と関わった時間は、決して長く

ありません。 

それは、私達がアセンションして、それほど

長い時期が立っていないからです。 

私達が、他の星を指導する様になったのは、

私達のアセンション後からです。 

他の立派なスターピープルの皆さんのよう

に、素晴らしい能力があるわけではありませ

んが、私達が、これからアセンションする地

球人と最も似たような環境にあるという事

で、今回皆さんのアセンションをお手伝いす

ることになりました。 

 

私達の目的は、私達がアセンションしたとき

の状況を皆さんにお伝えするという事と、皆

さんがスムーズにアセンションできるよう

に、皆さんの感情を癒し、皆さんの感情や意

識の成長をお手伝いする事です。 

 

私達もまだ、感情を持っています。 

「宇宙の愛」へ至る道 
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人を愛したり、喜んだり、楽しんだりします。 

時には悲しんだりすることもありますが、誰

かを憎んだり、恐れたり、また誰かに頼った

りすることはもうすでになくなりました。 

 

地球のアセンションにとっては、私達もそう

でしたが、これらの感情と向き合い、乗り越

えていかなければなりません。 

地球人にとって今回のアセンションは最初

のアセンションです。 

 

最初のアセンションは、多くの場合、自分達

の感情を上手にコントロールしてより高い

意識の状態に入ることが求められます。 

その基本は、自分自身と同じように他人や他

の生命を尊重し大切に扱う事です。 

 

他人を憎んだり恐れたり、あるいは依存して

しまうと、自分自身のエネルギーも非常に

荒々しくなり、相手に対して攻撃的なエネル

ギー向けてしまいます。 

依存するということも、相手からエネルギー

を奪おうとする行為となります。 

 

アセンションしていく世界は、お互いが相手

のエネルギーを理解している世界ですので、

他人にたいして、攻撃的な感情やエネルギー

を持っていれば、それが相手にダイレクトに

伝わってしまうので、相手はそのことによっ

て傷ついてしまいます。 

 

特に怒りや憎しみの感情は、相手を傷つける

事を、あなた自身に想像させます。 

するとその通りの事がそこで起きてしまう

のです。 

アセンションする世界の基本は、人を愛する

ことです。 
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偉大なスターピープル達は、「宇宙の愛」の

事を良く語りますが、私達もアセンションす

るまでは、「宇宙の愛」と言われても

「？？？？」はてなマークがたくさん並ぶく

らいに理解できませんでした。 

 

「宇宙の愛」は、皆さんが、怒りや憎しみ等

の感情をすべて捨てた後でないと、本当は理

解できません。 

しかし、「宇宙の愛」に向かって歩むことは、

今日からでもできます。 

地球人が、昔から行ってきたことをそのまま

行えばよいのです。 

それは「自分と同じように相手を大切にする

ことです。」 

 

何故、今の地球人がアセンションできないか

というと、基本的に相手を大切にすることを

忘れてしまったからです。 

皆さんは、お金や恋愛を始め、多くの物欲や

支配欲、あるいは自分を良く見せたいという

欲望に支配されています。 

その為に、相手を大切にすることを忘れ、相

手を利用する事、相手よりも優れていること

を大切にするようになったのです。 

 

小さな子供達が通う学校でも、常に誰かと比

較されたり、クラスの中でのテストの順位に

一喜一憂したりします。 

そして、親達も、他の子供達を蹴落として少

しでも優秀な学校にいれようとします。 

高校に行っても大学に行ってもそれは変わ

りません。 

常に優秀であること、常に誰かよりも優れた

成績をとる事、少しでも有名でお給料の高い

会社にはいる事、あるいは少しでも他の男性
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よりも給与が高く優秀な男性と結婚する事。 

 

このような競争社会に育った人は、優秀にな

ればなるほど、他人を大切にすることを忘

れ、自分自身が他人を支配できるような幻想

に陥ってしまいます。 

そして、その幻想に従わない者やその幻想を

否定する者達に対して大きな怒りや憎しみ、

あるいは軽蔑を持ちます。 

 

その様な生き方をしてきた皆さんに、いきな

り「宇宙の愛」といっても理解できないのは

当然です。 

皆さんには、愛に対する教育が殆どなされて

いないからです。 

現代社会のエリート教育を受けていない先

住民族や学歴がない人達のほうが、「宇宙の

愛」を理解しやすいのは、余計な価値観やま

ちがえた教育による思考方法が入っていな

いからです。 

 

私達は、まず皆さんに「自分のために他人を

利用する。」という考え方をやめてほしいと

思います。 

出来れば、「自分は他の人達を幸福にするた

めに存在している。」と考えてください。 

この考えが素直にできれば、あなた方は、他

人に対して、何をしてあげたらよいか、何を

してはいけないか、という事が理解できるよ

うになります。 

 

この考え方の通り、皆さんが生きていけば、

皆さんはもうすでに光の世界に居るといっ

てよいでしょう。 

光の世界に集まっている人達は、常に他人の

幸福を願い、他人に対して優しくふるまって

います。 
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これが「宇宙の愛」の第 1 ステージです。 

 

そしてこの考え方が身につくと、さらに皆さ

んは人間だけでなく、同じ地球に生きる生命

達、動物や植物、そして地球そのものに対し

ても同じように、愛をもって接することにな

ります。 

そうなると、原発や環境を汚染するような産

業の仕組み、人々を差別するような社会の仕

組みが、どれだけ愚かなものであるか理解で

きるようになります。 

難しい科学的な理論はわからなくても、直観

的に、これはいけない、と考えるようになり

ます。 

 

もちろん食事なども変わってくるでしょう。 

人間と同じように感情や意識を持っている

牛や豚などの動物達の肉などを食べること

が苦痛になってくると思います。 

食べようとする、彼らの苦しみや絶望の感情

があなたに流れ込んでくるからです。 

そして同じように、地球の意識や地球に生き

るもの達の感情が理解できるようになりま

す 

 

あなたはやがて、「宇宙の愛」の第 2 ステ

ージである「自分は他の生命を幸福にするた

めに存在している」という意識にたどり着く

でしょう。 

そしてその様な人達が、この地球にたくさん

増えてくると、第 2 のアセンションが起こ

る可能性があります。 

 

もうそこには、人間としての様々な感情は消

えて、ただ愛だけがあるという世界になりま

す。 

この第 2 のアセンションを乗り越えると、
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宇宙連合の人達も、その星の人々に賞賛を送

り、他の発達途上の星々に対する支援をお願

いするようになると思います。 

 

今回は、地球の人々が「宇宙の愛」の第 1

ステージに到達することが、アセンションの

目的であり、ファースト・コンタクトを行っ

て、地球人がスターピープル達と共に働ける

ようになる前提条件です。 

この意識に到達できない人は、今までの地球

と同じ世界で学び続けなければなりません。 

おそらくこのような人は、アセンションにも

何の興味も示さず、今迄と同じような生活を

続けていく事になります。 

 

しかし、これだけ、スターピープルや天使達

が呼びかけても、自分の意識を目覚めさせる

ことが出来なかった人達には、さらに過酷な

学びが待っているようです。 

それは、小さな目覚まし時計の音で目覚めな

かったために、大きな音の目覚まし時計をあ

なたの耳元に置かれることと同じです。 

 

私達は、皆さんの先輩であり、兄貴のような

存在です。 

皆さんが、自分達の感情に捕らわれて、アセ

ンションを恐れている事もよくわかります。 

また反対に、自分の意識を高めることなく、

漠然とアセンションに期待していることも

わかります。 

 

出来れば、私達がアセンションした結果をも

とに「自分は他の人達を幸福にするために存

在している。」という考え方を身につけ、行

動してくださるようお願いします。 

このくらいの事が出来ないようでは、基本的

にアセンションした世界に行く価値がない
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と思われても仕方がないのです。 

私達は一人でも多くの人が、この考え方を身

につけ、アセンションしていただけるように

サポートしていきます。 
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名前 B 星人 

人と動植物に対する愛を育ててください 

 

〇宇宙の愛に目覚める事  

 

第１評議会のアルテミスが、B 星の人達がど

のように地球に関わってきたかを教えてく

れました。 

これは、私達がアセンションを迎えるため

に、とても大切なメッセージです。 

 

「B 星のスターピープルは、地球のアセンシ

ョンのために、古い時代から働いてきまし

た。 

私達は、地球人に高い次元から、アイデアや

ひらめきを与えてきたのです。 

地球人の意識進化のために、私達が与えたア

イデアは非常に役に立っていましたが、地球

人は、それを自分達のアイデアだと思ってい

ました。 

 

私達は、皆さんに、主に哲学、宇宙意識、宇

宙から見た平和などを教えています。  

私達が過去に教えた科学技術が、地球人に教

えた後に、破壊的な方向に使われてしまった

ので、科学技術を教えることは、現在は控え

ております。 

行き過ぎた科学力を、未成熟な地球人が使用

すると暴走をおこし、人々を幸福にする事は

ありません。 

過去に、スターピープルが教えた技術が戦争

人と動植物に対する愛を育

ててください 
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に利用された事がありましたので、スターピ

ープル達は、科学技術を教える事には慎重に

なりました。 

 

私達は、地球人が精神的に成長する前に、進

んだ科学技術を教えても、決して私達が望ん

だような使い方をしないという事が分かり

ましたので、私達は技術よりも宇宙哲学を教

えてきたのです。 

「アミ小さな宇宙人」という本に描かれてい

るスターピープル達も、私達と同じように考

え、子供達に対してその様な指導を丁寧に行

っています。 

 

私達が住むアルクツールス星系でも、科学技

術が進んだ星ほど心がともなわず、欲望に走

ってディセンションした星が多かったので

す。 

私達の星も、古い時代にこのような事を経験

したために、科学技術ではなく心の在り方を

学んできました。 

 

私達が、皆さんと本格的に関わるのは、アセ

ンション後もしばらくしてからです。 

地球人の意識進化が進み、皆さんが半物質的

な存在となってからでしょう。 

私達から、皆さんの意識進化を早めるために

お願いがあります。 

 

それは、動物を人間と同じ生命として尊重し

ていく意識を育ててください。 

動物を、自分達の奴隷として扱うのではな

く、友人として大切に扱ってください。 

そして自分だけの事を考えるのではなく、自

分以外の人の事も深く理解できるようにし

てください。 
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皆さんは、これからスターピープルとしての

愛に目覚めなければなりません。 

宇宙の意識を学び、完全な愛の状態になっ

て、初めて私達の姿を見ることが出来るでし

ょう。 

またそのような意識状態にならないと、私達

の星の事も、私達の考えも理解できません。 

そこに行き着くまでに、地球ではおよそ

300 年から 500 年の時間が必要でしょう

が、私達は皆さんと交流できる日が来ること

を待っています。 

 

そしてもう一つ大切なことは、地球に住む人

達が一つの家族である事を理解出来なけれ

ばなりません。 

そのためには、地球の争いの元となっている

宗教をもう一度見直さなければならないと

思います。 

スターピープル達は、自分達の叡智を特定の

人々に伝えたのですが、彼等が去った後に、

その叡智は地球人にとって都合が良いよう

に解釈されて、人々の支配のための道具にさ

れてしまいました。 

スターピープルは、本来宗教のような形とし

て、地球の人々を抑圧するようなことは望ん

でいませんでした。 

 

地球人は、これからスターピープルと共に活

動する為には、新たな「宇宙の愛」というも

のを自ら見つけていかなくてはいけません。 

これは言葉で教えられるものではなく、地球

の人達が様々な経験を通して自ら学びとる

しかありません。 

 

皆さんは、地球の固定概念を捨てて、地球の

人達の根底にある様々な形の依存心を捨て

てください。 
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地球人は、自分達よりも優れた人々やスター

ピープルに対する依存心を捨てなければな

りません。 

依存心を捨て、自分達の中にも十分な光が備

わっていることを理解し自信を持つ事が必

要です。 

この宇宙でも、これだけ深い闇を乗り越えた

経験は地球人以外にはありません。 

そのことに対して、皆さんは自信と誇りをも

って、他の星々の人にこの事を教えなくては

いけません。 

そのために、地球に残っている闇を全て片づ

け、自分自身が完全な光にならなくてはいけ

ないのです。 

 

私達の星である B 星は、たとえて言うなら

ば、地球の農村のような世界に見えると思い

ます。 

皆さんの地球よりは、はるかに科学も全ての

技術も進んでいますが、私達はこの星を美し

い自然のままに残しています。 

私達は、そこで自分達の心を鍛えながら、人

生を楽しんで生きています。 

 

私達の星では、フェアリー達とも協力しなが

ら、野菜や植物を作り、そのエネルギーを食

事として利用しています。 

B 星の人々は、通常はスピリチュアルな存在

として生きており、物質的な体を持ちません

ので、自分の星の中ではスピリチュアルなエ

ネルギー体としてのみ存在しています。 

しかし、他の星の人々と交流するときは、相

手の次元が自分達よりも低いときは半物質

的な体になります。 

 

地球人は、まだ半物質の体にさえも至ってお

らず、物理的な体しか持っていませんので、
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私達は、物理的な体に姿を変えて地球に現れ

ることを行いました。 

地球は、私達と交流する為には、宇宙意識の

愛に目覚めて半物質（スピリチュアル）の体

を手に入れないといけません。 

 

 

 

〇アセンションのために植物や動物の意識

を尊重する事 

 

現在の地球では、アセンションの事を勘違い

している人が多いようです。 

地球人は、アセンションを、自分以外の優れ

た存在についていけば達成できる。 

お金を出して何かをすれば、自分はアセンシ

ョンできると思っていますが、そういう事は

ありません。 

 

植物を見たり風を感じたりすることで、植物

や風を尊重し、その意識から学ぶ事によっ

て、自己中心的な考え方を改めていく事も出

来ます。 

特に自然界に生きている存在は、高次元の存

在と深く関わっているので、植物達の意識を

感じる事で、私達とも交流することが出来ま

す。 

植物はとても古い時代から、地球に生きてき

ました。 

植物を物として見ているうちは、皆さんの意

識状態は決して高くありませんので、皆さん

はアセンションとは遠いところにいます。 

 

私達が、植物や樹木を通して地球の様子を見

た時に思う事は、皆さんが大きくて古い樹木

などに触れた時、皆さんは感動してくださる

のですが、その大きくて偉大なエネルギーに
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あやかろう、そのエネルギーをいただこうと

しか考えていない事がとても残念です。 

 

皆さんは、巨大な樹木に出会った時も、樹木

に敬意をはらい樹木と共に地球を癒そうと

は考えません。 

地球人が、樹木と共に、地球に愛を送り癒し

を行う事を行うようになると、皆さんも地球

も大きく変わっていきます。 

 

昔から、その様な事を行ってきた地球のシャ

ーマン達は、政府から弾圧され隔離されてし

まって一般の人達と触れ合うことが出来な

くなってしまいました。 

その為に人々は、大きな樹木や自然に対し

て、地球の平和を願うのではなく、自分の欲

望を満たす為に、自分や自分の家族の健康や

利益、人生の幸福だけを願っているのです。 

私は多くの植物から、嘆きと共にそのことを

良く聴いています。 

その様な人間達の姿を見て、植物達も大変悲

しんでいるのです。 

 

長年生きてきた樹木達は皆同じことを言い

ます 

「地球に生きてきた人達は、どうして長い間

生きてきた自分達に何も聞かないのだろ

う。」 

長年生きてきた樹木達の多くは、地球のさま

ざまな歴史を見てきた賢者です。 

多くの知識や知恵をもって、地球と共に生き

ています。 

 

長く生きてきた古い樹木が目の前にあるの

に、どうしてその賢者を教師としないのか、

私達は不思議です。 

皆さんは、古い樹木が、高い叡智を持ってい
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るなどとは思わずに、その大きな存在にただ

感動して終わってしまいます。 

この地球を良くする方法は、この地球を長く

生きてきたもの達がよく知っているのです。 

 

アセンションを夢見ている人は、今地球にと

って一番大切な存在達を無視して、「遠い幻」

のようなものを追いかけているのが現状で

す。 

「遠い幻」とは、まだ今は交流をすることが

出来ないスターピープル達に救いを求めた

り、自分が自分以上の存在になろうとして他

の存在に頼ったりすることです。 

あるいはてっとり早く力を得たり、意識進化

をおこなおうと思い、闇の存在達の力を借り

ることです。 

 

アセンションを求めている人達が行わなけ

ればならない事は、いろいろとあります。 

そのひとつは、まず植物と心を交わし対話を

することです。 

どうか、植物や動物達の心や言葉を理解して

ください。 

彼らは、自分達を理解してほしいと訴えかけ

ています。 

 

ほとんどの動物達は「純粋な愛の状態」にい

ますので、そのまま光の世界に行く物が多い

ようです。 

今作られている光の世界には、純粋な意識に

満ちた動物や昆虫、植物などがたくさん行く

ことでしょう。 

今までこの地上で虐げられていた者達が中

心となるのが、これからの光の世界です。 

 

皆さんが、そのような世界に移り住むように

なると、私達の星にも近づくことが出来ま
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す。 

私達は、自然があふれる星に住み、人々の生

活は、とても豊かで自然と調和しています。 

しかし、私達は、他のスターピープルと交流

出来るように科学技術も残しています。 

自分達は、宇宙間の移動は主に意識で行いま

すが、半物質の生命体や生長途上にある星を

サポートするときは宇宙船で動き、その星の

中でも、私達が身軽に動ける姿になる事があ

ります。 

 

私達は、地球がより完全なアセンションを行

い、皆さんの意識が高まり、私達と交流出来

る日が早く来ることを心から望んでおりま

す。 

その為に、私達はできうる限りの手を皆さん

に差し伸べております。 
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名前  B 星人 

宇宙の愛に目覚める事 

 

私達は、宇宙の愛をしっかりと伝えていきた

いと思っています。 

愛は、宇宙の基本法です。 

宇宙は愛に基づいて動いています。 

この宇宙の愛を地球の人達も身につけてい

ただきたいと思います。 

そのためには私達は遥か昔から地球に関わ

ってきました。 

愛はすべての源という事と愛は時には破滅

へと導くという事をお伝えしてきました。 

 

破滅にみちびく愛は、愛に変わりはないので

すが、愛する者を守りたい、愛する家族を守

りたいと思うがゆえに、破壊的な行動、閉鎖

的な行動を行うこともあります。 

もちろん愛しているがゆえに独占したいと

いう気持ちも出てきます。 

それは極めて閉鎖的で、狭い世界から見た愛

です。 

 

宇宙の愛というのは、もっと大きな愛です。 

自分自身の意識を超えた、大きな愛を身に着

けた時、この地球はすべてが変わるでしょ

う。 

ただ残念な事に、この宇宙の愛を理解する為

には、あらゆる経験を積むことでしか、理解

する事が出来ないのです。 

あらゆる立場を経験することで、いろんな角

度からの愛をみて、宇宙の愛を掴み取るしか

ないのです。 

宇宙の愛に目覚める事 



 
 

65 

 

ただ地球は、アセンションを間近に控えてい

ます。 

この宇宙の愛をなんとなくでも、理解できた

人から光の世界に向かっていくことが出来

ます。 

現時点では、光に向かっている方達は少ない

のですが、全くいないわけではないので、私

達はこの方達を引き続きサポートしていき

たいと思います。 

 

今はまだ少ない方達が、私達と交流していま

すが、これから光の世界ではもっと多くの人

達と交流することになるでしょう。 

そして宇宙の愛を理解する人が一定基準に

まで達したときに、地球は初めて、国という

制限を取っ払い、地球人として目覚めていき

ます。 

地球に住む人々の事を、皆「家族なんだ！」

と思えるようになります。 

そして地球の中に住む人々が自由に交流で

きるようになります。 

もちろん、国同士の争いは起こりません。 

核も持たなくなります。 

 

そして政治も経済もすべての分野で、地球規

模で考えられるようになります。 

今のように閉鎖的な運営の仕方ではなくな

ってきます。 

愛に基づいて、地球の人々が立ち上がるなら

ば、それらの事は必ず実現します。 

私達は、地球の方々に、未だ教えていない事

を教える日が少しでも早く来る事を願って

います。 

 

地球人の愛の度数は、以前よりも上がってい

ます 
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多くの地球の人々は、2000 年を境に、自

分の国以外の国にも興味を向けるようにな

ってきました。 

地球人の意識は、少しずつでも確実に成長し

てきたといえるでしょう 

 

やがて、地球の人々が一つになり、地球人だ

という意識が芽生えた時に、スターピープル

達と共に地球から飛び出していくことでし

ょう。 

そして、今度は私達のように、これから成長

を遂げようとしている星の人々を導く役目

に回ってもらいます。 
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名前 S 星人 

地球人はお互いが愛し合う必要があります。 

 

私達は、地球人は、それぞれが人間関係の壁

を作り、他者や他国に対して排他的になり、

愛の表現が出来ていないと思います。 

本来は同じ一つの種族でありながら、愛の表

現が下手な為に、お互いが行き違いを起こし

て関係を悪くしたり、時として戦争に発展し

てしまいます。 

 

私達は、地球人がすべて同じで差がないこ

と、お互いが愛し合うことが出来るというこ

とを教えたいと思います。 

そうすれば、地球人達が共に手を取り、仲よ

く発展していけるからです。 

 

地球の人々が一つになる事で、初めて宇宙に

飛び出し、宇宙連合にも加わることが出来る

ようになります。 

地球人が宇宙連合に加わることで、地球人が

宇宙の中で活躍できるようになります。 

私達は、10 年から 30 年以内に、地球人を

宇宙デビューさせていきたいと思っていま

す。 

 

そのために、地球人がお互いを認め、お互い

の愛を尊重することが大切です。 

私達からは、地球人が持つ愛が見えるのです

が、地球人にはお互い見えていません。 

お互いがまるで相手を異星人のように思い

地球人はお互いが愛し合う

必要があります 
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反発しているので、その感情を取り除き、お

互いが反発しないようにしてあげたいと思

っています。 

 

初期の地球は、他の星から来ている人達が地

球に移住し、異星人同士で地球を運営してい

た為、お互いが異星人であるという意識があ

りました。 

ただ、その頃はお互いに意識が高かったの

で、異なる星の人達同士で協力し合うことが

出来たのです。 

しかし、地球という星自体が、ネガティブな

エネルギーによって作られていたために、善

良なスターピープル達もそのエネルギーに

犯され、お互いに支配権を奪い合うようにな

ってしまいました。 

そのスターピープル達の争いが今も続いて

いるのです。 

 

スターピープル達は、長い期間をかけて、お

互いの遺伝子を交換しあい一つの地球人と

いう種族をつくりました。 

地球人は、どの種族においても、お互い親戚

のような関係であるにも関わらず、スターピ

ープル達が争っていた時の記憶や DNA が

お互いに反発を感じ、お互いを避けるように

なっています。 

クワトロ星人達をはじめ多くのスターピー

プル達は、人間の遺伝子を、再度調整する為

に、この反発しあう遺伝子達を修復しようと

働いています。 

 

この DNA が修復された時、地球に生きてい

る全ての人達が同じ遺伝子を持っているこ

とに気づきます。 

そうすることで、お互いが争う事を止め、お

互いを家族だと認めることが出来るのです。 



 
 

69 

その時、地球人は地球人としてひとつの意識

に目覚め、宇宙にはばたくことが出来るよう

になるでしょう。 

 

私達はアルクツールス系の星から来ていま

すので、科学と魔法が調和しながら発展して

います。 

私達は魔法と科学を同じように使用し、星々

の調和を目指す存在です。 

私達は、科学を発展させることで、遠くの星

を訪ね、宇宙を探検することが出来るように

なりました。 

きっと地球人も私達と同じように、宇宙の発

展のために働いてくれることを期待してい

ます。 
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今、私達の大切な地球の環境はどうなってい

るのだろうか 

 

私達が抱える核兵器や原子力発電、そして環

境汚染 

 

私達の遺伝子は、正常にはたらいているのだ

ろうか 

 

このままでは、地球はどうなっていくのだろ

うか 

 

 

私達がアセンションした状態になるために

行うべきこと 

 

1、「宇宙の愛」理解して少しでも近づこう

とする事。 

 

2、スターピープルや他人に対して依存心を

持たない事、自分を助けてもらおうと思わな

い事。 

 

3、スターピープル達を自分と対等な存在だ

と思う事、共に成長しあうための友達だと思

ってください。 

 

4、地球と自分を、自分自身の努力で変えて

いこうと願い行動する事。 

 

第 4 章 アセンションメ

ッセージ３ 

地球の環境と科学技術に

関して 
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名前  P 星人 

精神と科学の協調がなければ、その科学は生

命を傷付けます。 

 

私達ポラリス星人は、過去に非常に高い水準

の科学技術を開発していましたが、それ以上

に豊かな心、宇宙の愛に満ち溢れた心を育て

ていました。 

私達はやがて、科学技術で達成できるもの

は、自分達のエネルギーや思考で作り出せる

ことが分かってきたのです。 

 

科学技術は、私達の生活を便利にしますが、

便利な生活に慣れてしまうと、私達は体を使

う事や自分の思考を鍛えることをしなくな

ります。 

まるで 1 日中パソコンに向かっている人と

同じで、自分の体は運動不足のためにどんど

ん老化して弱ってきます。 

また思考も、同じことばかり考えますので柔

軟性がなくなり疲労してきます。 

しかも、皆さんの時代には、まだ科学が未成

熟ですので電磁波や放射能など、体や神経細

胞、遺伝子に悪い影響をあたえる物がたくさ

ん残っています。 

 

科学技術の進歩ばかり願う星の多くは、その

ような中毒的な状況が、社会のなかに蔓延し

て、心や人間性が成長せずに問題を起こして

精神と科学の協調がなけれ

ば、その科学は生命を傷付

けます 
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しまった星々もたくさんあります。 

常にコンピューターなどの画面越しに世界

を見ている人は、本当の世界とパソコンのモ

ニターで見る仮想世界の区別がつきません。 

 

パソコンのモニターでは、その人が望む必要

な世界しか映しだされません。 

たとえば、皆さんがアフリカ大陸を見ようと

したら、美しい夕日と広々とした草原、そこ

に生きるダイナミックな動物達しか見ない

かもしれません。 

アフリカの発展途上の国々の貧しく飢えた

子供達、強制労働に駆り立てられる人々、自

分が好まない仕事を強いられる女性達の苦

しみ、ハンターによって無残にも撃ち殺され

る動物の姿は見えないかもしれません。 

 

また、戦争を行う為にミサイルの発射ボタン

を押す人は、ミサイルによって死んでいく

人々の苦痛の声や身を引き裂くばかりの痛

みは、モニターには写し出されませんので見

る事が出来ません。 

彼等は、全てモニターで見ているので、自分

達が人を殺しているという意識がなく、まる

でゲームのように行っているのです。 

 

しかし、戦場に立たされた戦士は、自らの銃

で相手を撃ち、血に染まる相手の肉体や苦痛

に悶える声、自分の家族にすがる声を聴くの

です。 

彼等にとって、人を殺すことは現実で、自分

にも罪の意識が起こり、その苦しみは生涯彼

の心をむしばんでいくでしょう。 

またその思いは、彼を通して多くの人々に共

有されます。 

 

科学がそれほど発達する以前は、自分が行っ
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たことを自分が知ることが出来ましたし、自

分が行ったことに対して苦痛を感じること

が出来ました。 

しかし、ただモニターを見てミサイルの発射

ボタンを押す人には、戦場の戦士の様な罪の

意識も苦痛も起こりません。 

それは、自分が行ったことが見えていないか

らです。 

 

地球の核兵器もまた原子力発電の事故も同

じことです。 

その現場の悲惨な状況、そこでなくなった

者、そこで傷ついた者達を正面から受け止め

なければ、その苦しみも悲しみも伝わりませ

んし、その様な被害をもたらした技術に対す

る反省もありません。 

 

日本で起こったこともそうなのです。 

日本は第 2 次世界大戦で、2 度の原子爆弾

の被害をうけました。 

その時の苦しみや長い間続いてきた後遺症

にも悩まされ続けてきましたが、福島の原発

事故の時は、日本人が日本人を同じように傷

つけてしまったのです。 

しかも、私達は、これで日本が原子力発電を

手放すだろうと考えていましたが、日本の政

府や電力会社は、その様な被害者の心を踏み

にじるように、新たに原子力発電を稼働させ

続けました。 

 

地球の人もそうですが、科学技術ばかりを進

化させ、その技術によって自分の星の人々を

支配し抑圧しようと考えている指導者は、決

してその技術による被害者の姿を見ようと

はしません。 

自分の中で、かってにその現状を正当化しよ

うとしてしまうのです。 
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そして自分に都合がよい現実を作りあげ、科

学技術をさらに進化させていくのです。 

 

もちろんそこには一欠片の愛もないことは

確かです。 

自分達の利益や欲のためには、人の生命さえ

も失われてもよいと考えているからです。 

その様な考え方の人達によって発達させら

れた科学は、全てが戦争や人々の支配のため

に利用されていくのです。 

科学技術が発展すればするほど、多くの人々

を不幸にし、場合によっては自分以外の星に

対しても侵略行為を働くこととなります。 

 

この天の川銀河にも、その様な星は沢山あり

ました。 

かつてのシリウスやアンドロメダの大戦争

を言うまでもなく、小さな規模での侵略戦争

や争いは今でも起こっています。 

現在の地球でも、多くの科学技術が、地球に

生きる生命を傷つけることに利用されてい

ますし、地球の気象や自然の破壊を引き起こ

しています。 

 

そのために、一定の進化を果たした星々は、

科学技術の進化よりも心の進化を大切にし

てきました。 

「宇宙の愛」や「宇宙意識」を深く学び、絶

対に人を傷付けないという精神状態になっ

てからでないと、人の生命に関わるような技

術は実現できないようになってきたのです。 

宇宙連合に参加している星々では、基本的な

約束として、全ての星がこの大切な法則を順

守しています。 

 

地球は、まだ宇宙連合にも入っていない、発

展途上の星ですが、ダーク・ピープル達によ
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って操作され、危険な科学技術をたくさん開

発しました。 

核兵器や原子力発電もそうですが、IT 分野

における人々の意識をコントロールする方

法もそのひとつです。 

 

あるいは、食物分野における農薬や化学物

質、遺伝子操作によって作り出された食物も

人間の遺伝子に対して良くない影響を与え

ます。 

様々な製造分野における排気ガスや有害物

質の廃棄、人間の体にとって有害な物質を含

んだ日用品の製造なども、地球と人間の環境

にとっては望ましいものではありません。 

 

皆さんが、本来これだけ豊かな地球にいなが

ら、その地球の素晴らしい自然環境を平気で

破壊するようなことをしていることを、私達

は理解できません。 

いくら皆さんが、ダーク・ピープル達にコン

トロールされているとはいえ、この地球の自

然の豊かさを破壊するような行為を許して

はいけないのです。 

これだけ豊かな自然を持った星はほかには

ないのですから。 

 

多くの星が、星の地表は荒野で植物も動物も

生存できない状態です。 

とりわけこれだけ生命豊かな海が或る星は、

ほとんどありません。 

皆さんは、地球という星の素晴らしい価値に

もっと敬意を払うべきです。 

そして地球と地球に生きる多くの生命を大

切にして尊重すべきです。 

そのための大切な原則が、精神と科学の発展

を協調させることです。 
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名前  S 星人 

自然と調和した生活を守り抜いてください。 

 

私達は P 星人から多くの事を学びました。 

私達の星も地球と同じように、科学技術こそ

が最善の物だと考えていました。 

私達は自分達の生活や産業が科学技術によ

って発展することが進化であると考えてい

ました。 

そのために、人々が行っていることを科学技

術で代用し、人々に自由を与えようと努力し

ました。 

 

人工知能のロボットや私達の代わりに動い

てくれるロボットなども発明し、自分達は何

もしなくても十分に暮らしていけるように

なりました。 

私達の代わりに、ロボット達が工場で食料や

生活品を作り出し、私達に適切に分配してく

れましたし、移動する時も人工知能の車で、

私達は何もせずに送り届けてもらいました。 

家の掃除や洗濯、全ての家事も機械とロボッ

ト達が行ってくれました。 

小さな子供達も年老いた老人達もすべて介

護ロボットの手にゆだねられたのです。 

 

私達は日々の生活に惑わされることなく、自

分が好きな趣味やスポーツ、芸術活動に没頭

することが出来るようになりました。 

私達は、それが素晴らしい進化であり、自分

達が望んでいた世界であると考えていまし

自然と調和した生活を守り

抜いてください 
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たが、その幻想は次第に壊れていきました。 

 

ひとつは、自分達の子供を出産したり成長す

る事さえもロボットに任せていたために、家

族の絆が失われていったのです。 

そして、家族の絆が失われた子供達は、他の

人と人間の絆を持つ事がなくなりました。 

私達の星は、私達の変わりにロボットが働い

てくれるので、私達は自分の全ての時間を自

分で自由に使うことが出来ます。 

そのために、何日も、いえ何か月も他人と会

うことなく暮らすことも出来るのです。 

 

次第に他人と関わりあう事を求めない人々

がどんどん増えてきました。 

自分の部屋に閉じこもり、好きなゲームや映

画などを見て、自分の好きな世界に浸れるの

です。 

自分が年をとっても介護ロボットが世話を

してくれるので煩わしい家族も必要としな

くなりましたので、あえて結婚をすることも

なくなりました。 

人々は、その様な孤独の世界の住人となり、

生きる活力を失い、子供達を生む選択をしな

くなったために、星の住人の数が減ってきた

のです。 

 

私達の星の人々は、肉体的にも精神的にも衰

えてしまい、星全体の活力が失われてきまし

た。 

皆さんの言葉でいうと、星全体が老人ホーム

のようになってしまったのです。 

しかも世話をしているのは同じ人間ではな

く、ロボットばかりでした。 

私達の星は、急速に衰退して、このままでは

死滅してしまうのではないかと思われまし

た。 
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星の中でも、その事に危機感を持った人々が

どのようにしたら、星の人々を救い、昔のよ

うな活気あふれる星に戻すことが出来るか

話し合いました。 

おそらく、彼らは、今の科学技術や人間の代

わりにすべてをロボットがやってくれる生

活スタイルを捨て去らなければならないだ

ろうという事に気づいていましたが、それを

行う自信がありませんでした。 

 

この星の人々の多くは、今の生活に慣れ親し

み、昔の自分達に戻る事は望んでいません。 

この星の人々にとっては、ロボットに守られ

た生活スタイルを手放すことは、死を意味す

る事だったからです。 

そして、その様な人は自分達の星が壊滅する

ことなど気にしないような精神構造にされ

ていたのです。 

 

星の指導者の多くが、ロボット達による生活

を享受し、革新的な試みをすることを嫌いま

したので、星全体の取り組みとして行う事は

不可能でした。 

その時代、星の再生を願う者達は、指導者と

話し合いを行い、星の中で都市がつくりださ

れていない場所をもらい、そこに S 星の再

生のための場所を築くにしました。 

その時に、科学技術と精神性を同調させ、素

晴らしい進化を行ったポラリス星人達に指

導を受けることにしたのです。 

 

そして先駆者達は、昔の S 星の生き方に即

した生活を行うようにしたのです。 

最初は、星の指導者達も理解を示し、彼らが

与えられた場所で農業や手作りの産業が根

付くまでは、食料品や生活用品の支給を行っ
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てくれましたが、それらの支給をうけなくて

も済むように、先駆者達は手作業で仕事を行

いました。 

 

もちろん彼等は、農業や手工業等行ったこと

がありませんでしたから、最初は、必要に応

じて連れてきたロボット達にその作業を習

う事から始めました。 

そして次第に自分達のやり方を見つけてい

ったのです。 

彼等は、P 星人の教えで、心を磨き精神的に

も成長していき、人と人との絆を思い出し、

自分の子供を自分で出産するという喜びに

も恵まれました。 

 

先駆者の村は、やがて子供達もたくさん生ま

れ、自分達の耕作地や果樹園を広げながら少

しずつ広がってきました。 

この時には、S 星の指導者から食料品や生活

用品の配給をうけずに暮らせるようになり、

昔ながらのS星の暮らしが戻ってきました。 

人々は、たまに喧嘩をしたり、人間らしいト

ラブルを起こすことがありましたが、とても

楽しく生命力にあふれて暮らしていました。 

 

私達は、しばらくの間、S 星の他の人々と交

流を行っていませんでしたが、或る時、彼ら

の都市に行くことがありました。 

すると、そこに生き残っている人はわずかで

した。 

S 星では、遺伝子上の問題がおき、多くの人

が感染症で命を失ったようです。 

 

長い年月の間に、S 星の都市は廃墟となり、

そこで活躍していたロボットも科学技術も

滅び去ってしまいました。 

私達は、その場所を、自分達が科学技術に依
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存しないための思い出の場所として見てい

ます。 

 

私達は、地球の人々に、私達の経験を伝えた

いと思いました。 

そして地球は、未だ後戻りできる位置にある

のです。 

地球はまだ、野菜や穀物を自分達で作る技術

も生かされていますし、多くの人々が作物を

作るために献身的な努力をしていらっしゃ

います。 

そして洋服や工芸品も素晴らしい技術と芸

術的なセンスが残されています。 

そして何よりも、自分達の子供を女性の母体

の中で育て生めるのです。 

 

地球はまだ、私達が理想とする世界がたくさ

ん残されています。 

今、過度の科学技術に頼らなければ、皆さん

は、自然と調和した世界を維持できるので

す。 

そして S 星の多くの人達がたどったような

悲劇を経験しなくてもよいのです。 

私達は、地球がダーク・ピープル達の手によ

って、恐るべき科学技術を開発し、この美し

い地球を破壊しようとしている事に、大きな

恐れを感じます。 

 

地球の人達が、この地球を守り大切にしなけ

れば、彼らの欲望によって地球は大変なこと

になってしまうかもしれません。 

それは、S 星の悲劇どころの問題ではありま

せん。 

たとえば、放射能の被害によって遺伝子が傷

つけられ、多くの障害を持った子供達や健全

な臓器を持たない子供達が生まれ続ける可

能性もあるのです。 



 
 

81 

 

地球を守るのは皆さん１人１人であるとい

う意識をしっかりと持ってください。 

それが皆さんに求められている事なのです。 
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名前  M 星人 

放射能汚染の恐怖について 

 

最近地球は大変荒々しいエネルギーで包ま

れています。 

私達が癒しのエネルギーを地球に送っても、

またどこからか、ネガティブな荒々しいエネ

ルギーが生まれています。 

その原因は、今まで地球にあらゆる地球外生

命達が関わっていたからです 

スターピープルの皆さんが、それらの存在か

ら地球を守ってくださったので、これからは

そのようなエネルギーが新たに生まれるこ

とはないでしょう 

今残っているネガティブなエネルギーを、

様々なスターピープルが協力して、ポジティ

ブなエネルギーに変えるだけで大丈夫でし

ょう。 

 

私達は、他のスターピープルと協力して、皆

さんのアセンションをサポートしていきま

す。 

M 星では大きな癒しの場所があり、様々な

エレメントを使った癒しを行っています。 

 

水の癒しは、海ともつながっています。 

海は様々な生命が生まれる母親のようなエ

ネルギーを持った場所です。 

今地球に必要なのは、母性であり女性的なエ

ネルギーです。 

皆さんと地球が、そのエネルギーを持つこと

で、地球の争いはなくなる事でしょう。 

 

放射能汚染の恐怖について 
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そして、同じ地球に暮らすいくつもの種族達

が互いに愛し合えるようになります。 

地球に生きている皆さんは、もともとは同じ

種族ですので愛し合うことが出来るはずで

す。 

 

私達は、今までは、プレアディスから祈りを

ささげてきましたが、時期が来ましたので、

地球に来てダイレクトに海のエネルギーを

高め、癒しを行う事を行います。 

 

プレアディスと地球は昔から深い関係にあ

ります。 

地球の人達が、自分自身の光を見失わないよ

うに、私達は見守ってきました。 

地球のアセンションが完了した時には、地球

人も私達と対等な形で、宇宙の星々の人々に

教えを行っていただきたいのです。 

皆さんは、地球の闇を乗り越えたスターピー

プルとして賞賛されるでしょう。 

そして、他のスターピープルの先生役として

彼らの指導を行っていただきたいと思いま

す。 

 

私達はそのために、地球人をサポートしてい

ます。 

皆さんは、地球人は深い闇を乗り越えた貴重

な種族であることを知ってください。 

この宇宙には、地球ほど深い闇に蔽われた星

はありません。 

そして、地球の小さな光をめがけて地球に降

り立った勇敢なスターピープル達はほかに

いないのです。 

 

私達は、地球の水のエネルギーを活性化さ

せ、地球全体に広げていきたいと思います。 

私達は、地球にある水を使って癒しを行いた
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いと思っていますが、大きな問題がありま

す。 

それは、原発や工場などから垂れ流されてい

る多くの汚染物質が、河川や海を汚している

事です。 

 

福島原発の放射能は未だ漏れ続けています

が、スターピープル達はそれを勝手に止める

ことはできません。 

まだ地球は、私達との正式な交流がないの

で、私達の技術や叡智を用いて汚染を除去す

ることが出来ません。 

地球人が自分の責任で、放射能や汚染物資の

除去を行わなければなりません。 

 

また放射能は、この地球だけでなく宇宙にも

大きな影響をもたらす事を知らなければな

りません。 

未だ微量ではありますが、地球の中で放出さ

れた放射能は、空気中に漂うだけでなく、す

でに大気圏をぬけ宇宙にまで広がっている

のです。 

これから、核戦争や原子力発電所等の爆発な

どがおきれば、その放射能は地球だけでなく

他の星にも大きな影響を与えますので、他の

星の人々はとても警戒しています。 

 

地球の技術では、放射能を除去することが出

来ませんので、地上で放出された放射能はオ

ゾン層を突き抜けて宇宙に出てしまいます。 

宇宙の中を風のように漂って、他の星に流れ

着いたら、長い間、その星々を汚染してしま

うのです。 

 

星々の中では、放射能から自分自身を守る方

法を知らない星もありますので、そのような

星は、地球の放射能で大きな被害を受けてし
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まいます。 

地球人よりも放射能に弱い種族達もいるの

で少しの放射能でも、彼等は壊滅的な状況に

なることもあるのです。 

 

第２次世界大戦で原爆が落ちたときも、宇宙

にまで放射能汚染が広がり、いくつもの星が

影響をうけ、2 つの星が壊滅しました。 

宇宙連合が核を保有することを禁じるのは、

星々の戦争や原子力に類似した発電所で放

射能汚染が生じることで、多くの無関係な

星々が被害を受ける為です。 

 

しかし核を自らが生きていくエネルギー源

とする地球外生命体もいます。 

彼らは核を使用することで、他の星々を侵略

できると考え、核を利用しています。 

彼らによって、シリウス星系で星同士の核戦

争が起きました。 

シリウス星系の星の一つが大爆発を起こし

て消滅したのです。 

他の星も放射能により大きな被害を受けま

したので、私達は協力して放射能汚染の除去

を行いましたが、星の環境が元に戻るまで、

300 年かかりました。 

 

ひとつの星の放射能の汚染を処理する為に、

スターピープル達の最高レベルの技術と叡

智を持ち寄ってさえも300年もかかるので

す。 

この時も、他の星からもたくさんのスターピ

ープル達が来て処理にあたってくれました

が、たくさんの人や生命体が犠牲になりまし

た。 

これは、地球ができる前の出来ごとです。 

放射能を除去する技術がない地球人では、放

射能汚染が起こった場合、もとに戻すことが



 
 

86 

出来ません。 

 

シリウス星系で起こった核戦争の時に破壊

された星の人々が、現在地球人に生れかわ

り、このような恐ろしい出来事が２度と起こ

らないように努力しています。 

自分の起源をシリウスに持つ人は核を拒否

していますが、核を好む地球外生命体達も地

球にやってきたために、核が地球にもたらさ

れてしまいました。 

 

今地球に来て核を保有したがっているのは

レプテリアン達です。 

彼等レプテリアンは核が食べ物ですから、核

がないと生きていけません。 

元々、核を地球にもたらしたのは、核を使い、

他の星々を侵略した人達です。 

レプテリアンと似たような種族、もしくはレ

プテリアンの先祖が、あらゆる世界に核を持

ち込み、核の使い方を教えたのです。 

 

はるか以前、強力な力をもったスターピープ

ルがあらわれ、レプテリアンの先祖達の多く

を消滅させて彼らの暴挙を止めました。 

この時もたくさんの星が被害を受け、多くの

星が住めない状態になってしまったので、ス

ターピープル達は、レプテリアンの先祖と戦

ったのです。 

しかしこの戦いで、スターピープル側にも多

くの犠牲者が生まれ、約半数の人達が傷つき

倒れました。 

 

現在地球に関わっているスターピープル達

は、地球でもレプテリアン達が核を保有し、

この暴挙が再び繰り返されることを恐れて

いるのです。 

この核を使用した暴挙を行わせないために、
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アセンションが行われます。 

 

核を持たない友好的な人々が住むアセンシ

ョンした世界とたとえ核を持ったとしても、

他の世界に影響を及ぼさない隔離されたデ

ィセンションの世界に地球は分かたれます。 

このまま地球の文明が進み、核戦争や原子力

発電の事故が起きれば、多くの星々が影響を

うけますので、核兵器などを完全に放棄した

光の地球を作りあげ、その世界の人達は、他

のスターピープルと有効な関係を保つこと

が出来ます。 

 

しかし核を保有し第３次世界大戦や原発の

事故などがおきる世界は、ディセンションし

た世界となり、その存在する空間そのもの

が、通常の宇宙とは異なる世界となります。 

そこで生きる人々は、自らが核を持つことを

選択した人なので、核兵器や放射能汚染を受

けることは自らが選んだ道となります。 

 

私達は、地球のどのような世界においても、

核は使用させてはいけない、と考えています

が、現実的にはそれは難しいようなので、核

を持つ世界をディセンションさせることで

解決を図ろうとしています。 
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名前  D 星人 

核兵器を地球にもちこんだダーク・ピープル 

 

D 星人である私達は、地球の放射能汚染の問

題に対処する為にやってきました。 

福島原発の事故によって、福島は放射能がど

のような影響を人々に及ぼすかを調べるた

めの実験場所となっています。 

福島はすでに生命体が住めない場所、住んで

はいけない場所です。 

 

福島に住む人々の DNA は傷つけられてい

ますし、今も傷つき続けています。 

放射能汚染がある場所に住むなどという事

は、他の星では絶対にありえないことです。 

この事故は、放射能汚染の広がりの事を考え

ても、日本だけでなく地球規模で対処すべき

事故なのです。 

 

しかし残酷なことに、地球の指導者達は、放

射能が人間に与える研究をできる良い機会

だと考え、福島の人々を人間モルモットとし

ています。 

そして日本人だけでなく、人種別に放射能の

影響を研究する為に、海外にも原発を輸出し

ているのです。 

地球の放射能に対する扱い方はあまりにも

ずさんです。 

 

放射能の危険性や特質を良く知らないのに、

このような乱暴な使い方をしている地球人

核兵器を地球にもちこんだ

ダーク・ピープル 
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が信じられません。 

宇宙でも放射能の危険性は明らかで、宇宙の

各星に住む人々は、皆さん放射能や核を手放

しています。 

 

この核や放射能に関する知識は、レプテリア

ンだけでなく闇の創造主や地球の未来から

やってきたプレデターと呼ばれるダーク・ピ

ープルから教え込まれた知識です。 

彼等にしてみれば、核の事故を起こし、放射

能汚染のデーターを集めるに、地球はとても

やりやすい環境です。 

 

日本を汚染している放射の数値は、日本政府

が発表している数値とは異なっています。 

福島だけでなく東京や関東も汚染されてい

ます。 

原発が有る場所も、事故が起きなかったとし

ても、放射能が微妙に漏れており、植物の変

異、昆虫の変異があります。 

 

また自然の汚染だけでなく、今迄猛威を振る

う事がなかった病原菌も、放射能によって突

然変異をおこし、凶悪なものとなってしまい

ます。 

すると通常のワクチンなどは効かなくなり、

大きな被害が出る可能性もあります。 

 

今私達が心配するのは、福島の子供達が、政

府が発表するよりも数多く死んでいる事で

す。 

原因が分からず突然死んだ子も多くいます。 

また、病院などでは、放射能を受けた子供達

を癌として診断しないようにしているよう

です。 

ストレスや精神的なことが原因で死んでし

まったように処理しています。 
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子供達をすぐに他の場所に移住させ、適切な

治療を行えば治る子供もいたかもしれませ

ん。 

病院に対して政府が圧力をかけているため、

子供達が癌ではないと思いこまされている

のです。 

 

自然災害である津波や地震が、子供達に大き

な精神的なストレスをもたらし、亡くなって

も仕方がないと泣き寝入りをさせているの

です。 

福島の人達は、自分達の土地を絶対に見捨て

ない、大事にするという考えが先祖代々語り

つがれているので、福島の土地を捨てて他の

場所に移り住むことが出来ない人達も多く

います。 

その様な考え方をしている人々が住む場所

を選んで、原発事故を起こし、その被害状況

を調べているのです。 

 

私達は、このような純粋な性格を持っている

人達を、被害者にあえて選んだことに、強い

憤りを感じています。 

福島の放射能による被害は、地球外生命体達

が、あえてこのような場所を研究場所として

選んだのです。 

 

それでは、どのような地球外生命体が、この

宇宙と地球に核や放射能をもたらしている

かという事についてお話ししましょう。 

皆さんに分かり易い言い方をすると、レプテ

リアンを生みだした地球外生命体が、この地

球に核を持ち込んだのです。 

 

彼等は、レプテリアンを操っている地球外生

命体達ですが、彼ら自体は、非物質的な存在

なので、レプテリアンとひとつになったり、
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地球人と同一化して地球で活躍しています。 

この種族がレプテリアンと一緒になって

様々な星を汚染しているのです。 

 

彼等はとても古くから存在している種族で、

レプテリアンの先祖とも関わり、核を開発

し、様々な星に核を持ち込んだのです。 

彼等はグレシャッド星人という名前ですが、

「宇宙の悪魔」などと呼ばれています。 

 

彼らは、破壊的な行為、殺戮、争い等ネガテ

ィブなことが大好きな存在で、人々の意識を

コントロールして、自分の都合がよいように

利用します。 

そして人々を支配することが好きな地球人

を使って、核兵器や原子力発電を開発し、放

射能汚染を起こさせているのです。 

 

ただ、非常に狡猾で知能が高く、高度の技術

を持っていますので、彼等を処理する方法

が、見つからないから困っているのです。 

ファースト・コンタクトの後に、地球の人々

の意識が一つになると、この存在を追い出す

ことが出来るのですが、それはまだ難しいよ

うです。 

 

人とひとつになったグレシャッド星人は単

独でも凶悪な行動を引き起こします。 

テロや戦争を引き起こし、核兵器の使用を伴

う戦争へと人々をむかわせることでしょう。 

そうなると、一気に地球の放射能汚染は広が

り、地球のオゾン層を抜けて、宇宙にまで広

がっていくことでしょう。 
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名前 S 星人 

子供達のために地球の環境を守ってくださ

い。 

 

私達は精霊達が住む星からやって来ました。 

私達は、物理的な肉体を持たずスピリットだ

けで動いている存在です。 

私達の星は豊かな自然があり、私達はフェア

リーや精霊と共に仲良く暮らしています。 

私達は、汚染された環境に影響を受けやすい

大変デリケートな存在です。 

私達は、これから光の地球に生れてくる優し

い心を持った子供達のお世話をするために

この地球にやってきました。 

  

これから地球に降りてくる子供は、たいへん

デリケートで脆い存在です。 

汚染されていない環境や愛情深い家族を必

要とする子供達は、やさしいエネルギーに囲

まれていないと生きてはいけない存在です。 

  

これから、光の地球には、今まで一度も地球

に生れた事がない子供達がたくさん生まれ

てきます。 

特にフェアリーや闇を全く知らない星から

やってくる子供達、今まで地球でみたことも

ない子供達が生れてきます。 

私達は、そのような子供達をサポートするた

めに地球にやってきました。 

  

これから生まれてくる子供は、環境汚染や放

子供達のために地球の環境

を守ってください 
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射能に弱く、食品添加物や住宅建材の化学物

質に敏感ですので、清らかな環境でないと十

分に育ちません。 

もしそのような汚染物質の影響を受けたな

ら、様々な体と心の異常に見舞われるでしょ

う。 

  

しかし、その様な子供が生まれる事で、地球

の人々は真剣に環境の事を考えるようにな

ります。 

住宅の化学物質、大気中の汚染物質、食品添

加物など自然に反するものを使うことによ

り、体の免疫反応に異常が生じる事を理解す

るようになるでしょう。 

野菜や果物を作る時も農薬を使いますがこ

れも子供達にとって大きな毒となります。 

  

現在そのようなものを使っているのは、宇宙

の中でも地球だけです 

これからデリケートな子供達が生まれるこ

とによって、地球の環境や食生活のあり方を

考え直さなくてはいけなくなります。 

  

放射能や環境汚染、食品添加物、農薬の事は

一部の地域だけでなく地球規模で真剣に話

し合う必要があります。 

始めは大変苦しいことかもしれませんが、こ

れは地球にとっても良い方向に向かう一歩

です。 

しかもこのような大気汚染や食品添加物、農

薬など、体にとって有害な働きをする物質

は、体だけでなく、人間の魂までも傷つけま

す。 

これから地球人がファースト・コンタクトを

迎え、宇宙デビューを果たすためにも、皆さ

んは健康にならなくてはいけません。 
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そのことを地球の人々に伝えるために、新し

い子供達は生まれてくるのです。 

私達は福島原発の事故によって地球は変わ

るものと信じていました。 

これだけ多くの人や子供達が傷つけられま

したので、世界中で核を手放すための話し合

いが行われていると思っていました。 

しかし、日本の政府は、この事実を隠して無

かったものにしようとしています。 

  

そして多くの情報操作が行われ、原子力発電

の危険性を隠ぺいしてしまいました。 

「福島は安全だ。」という言葉に、日本の人々

はすっかり騙され、一般の方達でさえも、こ

の事故の事を忘れてしまっています。 

私達を含め、様々な星の人達がこのことを心

配し哀しんでいます。 

 

放射能汚染の被害は食い止められるどころ

か、ますますひどい状況に向かっています。 

地球の海も、未だ漏れ続けている放射能によ

って汚されています。 

今や日本だけの問題ではなく、世界へと放射

能汚染は広まっています。 

このことも、依然と発表されていません。 

  

私達は、この事実を地球の方達に知らせるこ

とはできません。 

未だ、スターピープル達との交流が出来てな

い地球は、他の星の者達が直接入り込むこと

が出来ないので、ただただ、私達は祈るばか

りです。 

 

光の世界で、生まれてくる子供達と親に、私

達は関わっていきます。 

私達が関わる事で、これから生まれてくるデ

リケートな子供達は癒されて行くでしょう。 
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私達も、その子供達と同じエネルギーを持っ

ていますので共感できます。 

  

私達では手におえない出来事がおきました

ら天使やフェアリー達にも協力してもらい

ます。 

常に私達も天使達から守られていますので、

皆さんも守って頂けることでしょう。 
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名前 S 星人 

お金儲けから愛のための科学技術への変換。 

 

S 星をはじめアセンションしたへびつかい

座の人々はこの宇宙を良くしよう考えてい

ます。 

私達は、地球の人々とは離れた場所にいて、

今まで深い関係を持っていませんでした。 

それは、私達の科学技術が地球の人々に影響

を与えてはいけないと考えていたからです。 

私達の星座の中でいくつかの星々が独自の

科学技術を発展させてきました。 

  

その中には、地球よりもかなり進化していま

すが、地球の人々と似かよった科学技術や考

え方を持っている星もあります。 

そのような星の者達が、安易に地球人と交流

して、地球人にその星の科学技術を教えてし

まうと、地球人の成長が妨げられてしまう可

能性があります。 

  

今回は、地球のアセンションを前にして、IT

やインターネットゲーム等を利用して、皆さ

んの意識や生活の中に、地球外生命体が急に

入り込んできましたので、私達が介入すべき

であると考えて地球にやってきました。 

私達は、地球人と能力が近く、地球人の科学

技術や考え方を良く理解しているので、皆さ

んをサポートしやすいと思います。 

  

私達は地球のアセンションの時期に地球に

お金儲けから愛のための科

学技術への変換 
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関わる事を約束されていました。 

これから地球は科学の面で著しく進化を遂

げるでしょう。 

今までにない新しい発明や発見が相次ぐこ

とになると思いますが、それらのアイデアは

すでに地球人によって考え出されていたア

イデアです。 

  

私達が地球に来たことで、今迄表に出てこな

かったアイデアがこれから次々と出てくる

でしょう。 

それは今までの地球は、光が少ない地球でし

たので、科学や様々な技術が利益やお金儲け

のためだけに利用されていました。 

ある特定のグループの利益にならない技術

やアイデアは、たとえどれほど素晴らしい物

であったとしても、封じ込められ表に出るこ

とはありませんでした。 

  

これから、全てのジャンルの科学は地球の

為、地球に生きる生命のために使用されるよ

うになるでしょう。 

地球の環境を汚さないような技術、人々を幸

福にするための技術が見直され、新しく生ま

れ変わっていきます。 

それは愛に基づいた科学や技術の使い方で

す。 

今迄はお金儲けの為に使われていた科学技

術が、地球のため、生きる者のために利用さ

れることになります。 

  

地球がアセンションを迎えると、地球の科学

分野にとっても、光の時代の幕開けとなるで

しょう。 

私達は、その地球の光の時代の幕開けをお手

伝いさせていただきたいと思います。 

私達は宇宙の中でも、大変地球に近い科学力
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を持っていますので、すぐにいろいろなお手

伝いができると思います。 

  

地球で開発された IT やインターネットの技

術は、地球が学びの時代にある間は、その使

用法を間違えてしまう事も良くあります。

人々や地球の意識自体が、まだ闇が多い状況

ですので、皆さんが善良な方法で使えないと

しても仕方がないことです。 

  

しかし、皆さんの意識が高くなると、これで

はいけないと心の中で思うようになるでし

ょう。 

私達も、過去に科学技術の使い方を間違えて

苦い思いをしてきました。 

そしてそのような苦しい経験をたくさんし

てきた後に、私達はもう今までのような利益

のための科学の使い方ではいけないと心か

ら思ったのです。 

そして、もっと愛に基づいた科学の使い方を

しようと決めたのです。 

  

光の地球に移り変わることで、皆さんが様々

な間違いに気づき、改めていかなければなり

ません。 

そして、科学を愛のために使っていかなけれ

ばならないのです。 

  

インターネットでのゲームに関して、サイレ

ント・メタルと呼ばれるダーク・ピープルが

入りこみ、今の地球人のレベルを超えた事を

行おうとしたので、私達は介入しました。 

現実世界に仮想の世界を持ち込むことで、多

くの混乱が生まれてしまいます。 

そして、地球人もゲームに夢中になり現実生

活を顧みないと、アンドロイドの様な存在に

なってしまいます。 
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パソコンやゲームの指示に従って、自分で考

えることをしない人間になってしまいます。 

  

やがて地球人は頭にチップに埋め込まれた

ロボットのようになってしまうでしょう。 

それでは、人間でありながらも奴隷になって

しまうのです。 

  

IT や科学技術を愛に基づいて使用すること

が大切です。 

自分達も、進化する前は、地球と同じような

状態でした。 

かつてはパソコンや IT の周波数を使用して

人間の脳波をコントロールして、支配の道具

に使う事もありましたが、現在は進化した科

学技術力を宇宙の発展のために使っていま

す。 

  

地球が早くそのことを理解して、愛に基づい

て科学技術や IT を使用することが出来るよ

うに、私達は見守りたいと思っています。 
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名前 D 星人 

地球のアセンションは多くの銀河を平和に

するためのものです。 

 

私達 D 星人は、天の川銀河から遠く離れた

銀河から地球のアセンションをサポートす

るためにやってきました。 

地球のアセンションが失敗すると、地球のネ

ガティブな波動が他の宇宙に広がり、星々の

間に争いが起ったり、渾沌とした状態を生み

出すことになりますので、多くの星々の人々

に迷惑をかけることになります。 

  

地球のアセンションが成功するならば、地球

のみならず天の川銀河の波動は、平和のエネ

ルギーで満たされていきます。 

そのエネルギーは、天の川銀河から他の銀河

にも伝わり、宇宙のすべての星が平和になっ

ていきます。 

そして遠く離れた私達の銀河にもとても良

い影響が与えられます。 

地球のアセンションが成功することによっ

て、天の川銀河の良い波動は、全ての銀河に

伝わっていくのです。 

  

たとえば、小さな池や泉に水滴が落ちると、

そこから波が広がるのと同じようにその影

響が広がっていきます。 

しかし、その水が、清らかな水であるとよい

地球のアセンションは多く

の銀河を平和にするための

ものです 
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のですが、特殊なウイルスや菌を含んだ水で

あれば、その一滴により池や泉に生きていた

魚や生物達は、傷つき滅んでしまいます。 

ほんの一滴の水でも、その水の特質によっ

て、池や泉全体が影響を受ける事があるので

す。 

  

もし、地球がアセンションに失敗するなら

ば、宇宙という水たまりに汚い水を落とし、

宇宙の中に病気を起こす菌やウイルスをま

き散らすことになってしまいます。 

宇宙の中でも抵抗力が弱い星の人々は次々

と傷ついていくかもしれません。 

  

なぜ、アセンションを機会にこのような事が

起きるかというと、地球は今まで光の存在達

が多くの事を学ぶために、様々な地球外生命

体達が自由に関われるようになっていまし

た。 

地球人は、彼らの影響を受け、さまざまな価

値観を持ち、自意識と欲望を育ててきまし

た。 

  

それは通常の星では起きないことです。 

地球は光をもった存在達が学びを行う特別

な星ですので、ディセンションした地球外生

命体の干渉も許されてきました。 

そして、核を好む地球外生命体達も関わって

きたために、地球に核兵器や放射能を生み出

す原子力発電所が作り出されたのです。 

  

 

〇核を持つディセンションした地球を完全

隔離する必要性 

 

地球は、核兵器の使用や放射能汚染があった

としても、他の星々に迷惑を掛けない様に今
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まで隔離されてきました。 

放射能の影響が地球の中だけでとどまるよ

うにされていたのですが、地球の技術では、

大量に漏れた放射能を処理することが出来

ず、宇宙にまでその影響は及んでしまいまし

た。 

  

これからアセンションをきっかけとして、光

の地球は他の星々との交流が始まります。 

アセンションする世界においては、今までの

隔離は解かれることになります。 

この時、核兵器や原発、あるいは他の星々へ

も悪い影響を及ぼすものを光の世界に持ち

込んではいけません。 

そして、地球の人々は、他の星の人々とバラ

ンスが取れるように「宇宙の愛」に目覚めて

いなければならないのです。 

 

そのために、最低限、アセンションする光の

世界からは、このようなものは取り除かなけ

ればなりません。 

そして地球の闇と光を完全に分離し、アセン

ションする光の世界に決して闇のエネルギ

ーが入り込まないようにしなければなりま

せん。 

光の世界に入り込もうとするダーク・ピープ

ル達を決して光の世界に入れてはいけない

のです。 

もし光の世界にダーク・ピープル達が入り込

んでしまえば、彼等は地球から他の星々に広

がり大変な被害を引き起こしてしまいます。 

 

アセンションする地球と反対に、今迄の地球

の波動を保ったディセンションする地球も

生まれます。 

それは、今の地球と同じように核兵器や原子

力発電が残る世界で、やがて今まで以上に大
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変な状況に巻き込まれてしまいますが、この

ディセンションする世界は、他の星々と交流

できないように堅固に隔離されることにな

ります。 

地球にやってきたダーク・ピープル達や地球

の人間と一体化したダーク・ピープル達は、

ディセンションした世界へ閉じ込め、光の宇

宙から隔離しなければなりません。 

 

現在、地球のアセンションが遅れている理由

は、地球人のスピリチュルレベルがまだ低

く、光の地球を守る地球人が少ないためで

す。 

地球人のスピリチュアル・レベルが低い理由

は、地球人の DNA が傷つけられ、本来持っ

ている知恵や能力を十分に発揮することが

できないからです。 

また、本来持っている素晴らしい精神力や判

断力も奪われています。 

 

闇の世界を確立したいダーク・ピープル達は

人間の DNA を操作して人間の本来の力を

発揮できないようにしています。 

そうすることで、人間の多くが抑圧され、支

配者に従順に従うようにされているのです。 

 

地球の人々が DNA の操作や放射能汚染を

うけていなければ、地球人はもっと気力やパ

ワーを持って生きていくことが出来ます。 

たとえ、地球外生命体が来たとしても、自分

達の考えを貫き通し、簡単にだまされたりし

ません。 

しかし、地球人は放射能汚染やパソコンやス

マホなどの電磁波に常にさらされて続けて

います。 

そのために、DNA を傷つけられ、本来の力

を発揮できなくなりました。 
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地球人が望んでそうなったのではなく、より

高い能力を持つ者達からそのようにされて

しまったのです。 

 

 

〇核や放射能から人々を救うためにアセン

ションを成功させる 

  

私達は、まず水を浄化し、水の中から放射能

を取り除き、純粋な水の状態に戻すことから

始めたいと思っています。 

水はあらゆるものに関わっています。 

人間だけでなく、地球に生きるもの全ては、

水がないと生きていけません。 

しかし、その水が汚染されていては、人間だ

けでなく地球の生命、そして地球そのものの

汚染となります。 

  

私達が関わることでスピリチュアル・レベル

では、水の汚染は取り除けます。 

スピリチュアル・レベルの生命達は、放射能

汚染がない状態にしていくことはできます

が、物理世界の水の汚染を解決するために

は、地球の人々の努力が必要です。 

  

放射能に限っては、肉体だけでなくスピリチ

ュアル・レベルにも大きな影響を及ぼしま

す。 

肉体を汚染された人が、苦しみや悲しみの声

を発すると、それはその人のスピリチュアル

体の持つ波動にも大きく影響します。 

その声に込められた波動が、様々な銀河を通

りぬけ、多くの存在達の波動に影響を及ぼし

傷つけていきます。 

  

地球の核を絶たないと、その声は止むことな

く次々とやってきます。 
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各地の原子力発電所の放射能や日本に落と

された原爆、核兵器の使用や実験によって苦

しんでいる人々がたくさんいます。 

地球では、たくさんの人達が、核や放射能の

犠牲となり、苦しみの声を上げています。 

その声は、地球そのものの悲鳴となって、私

達の星やデリケートな波動を持つ多くの

星々を苦しめ傷つけていきます。 

  

私達は、核や放射能によって苦しむ人達を救

うためにやってきました。 

他の星では核を利用している者達は、核の恐

ろしさや危険性もわかって使用しています。 

たとえ核の被害を受けたとしても自己責任

ですので、私達は彼等を助けることはしませ

ん。 

ただ隔離するのみです。 

  

地球の人々は、放射能汚染の本当の意味を知

らされておらず、その危険性も十分に理解し

ていません。 

核が大好きな地球外生命体に操られた電力

業者や政府によって、核や放射能は安全だと

だまされ、その脅威も知らずに、犠牲になっ

ているのです。 

 

しかし政府が、放射能に反対する人々の意見

を押し切って、核や原発を使用したために、

放射能汚染を受けた人々の苦しみはますま

す大きい物となってしまいました。 

放射能の事を認めていないのに、その被害を

受けてしまった人々を私達は救いたいと思

っています。 

  

危険な放射能や核から地球と自分達の子供

達を守りたいと思っている人達は、地球から

核をなくしたいと強く願っています。 
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それは、人間だけでなく、地球の動植物、エ

ネルギー体を含めて、多くの存在達が自分達

の世界から核を追い出し、核による被害をな

くしたいという悲痛の声を上げています。 

  

地球の分離がうまくいくと核を持った世界

をディセンションさせ、隔離することが出来

ます。 

そして核を望まない人達をアセンションさ

せて、光の世界に導くことができます。 

しかし、そのためには、皆さんがしっかりと

した判断力や理性を持つ事が大事です。 

  

光の世界に行く人達は、光の世界を維持する

為に働くことになりますので、それに見合っ

た人でないといけません。 

光の世界を守るための条件にかなった人達

が少なくてもよいから必要なのです。 

私達は、そのことを皆さんに深く期待してい

ます。 
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私達の遺伝子は誰が作り上げたの？ 

 

人類が進化するときに遺伝子はどのように

変化していくの？ 

 

私達にとって、大切な進歩とそれを妨げてい

たのは、一体誰？ 

 

私達の遺伝子が活性化すると何が起きる

の？ 

 

 

私達がアセンションした状態になるために

行うべきこと 

 

1、「宇宙の愛」理解して少しでも近づこう

とする事。 

 

2、スターピープルや他人に対して依存心を

持たない事、自分を助けてもらおうと思わな

い事。 

 

3、スターピープル達を自分と対等な存在だ

と思う事、共に成長しあうための友達だと思

ってください。 

 

4、地球と自分を、自分自身の努力で変えて

いこうと願い行動する事。 

 

 

第 5 章 アセンションメ

ッセージ４ 

地球人の意識進化と遺伝

子 
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名前 S 星人 

地球人の自由と尊厳を守るために目覚めて

ください。 

 

私達が、地球のアセンションをお手伝いする

理由は、地球人の素晴らしい資質を知ってい

るからです。 

地球人は、他の星の人々と異なり、素晴らし

いスターピープル達の優良な遺伝子から作

り出されました。 

それは地球人が目覚めることで、大きな進化

を果たし、素晴らしいスターピープルとして

天の川銀河をリードしていくだろうと期待

されていたからです。 

 

しかも、地球という物理世界に生きることで

地球人は、他の星系の人達以上に進化する予

定でした。 

しかしながら、地球に入り込んできたダー

ク・ピープル達により、遺伝子操作を受け、

本来ならば、スターピープルとして活性化す

るはずの遺伝子が傷つけられることで、地球

人は大切な能力の多くを失ってしまいまし

た。 

 

その能力とは、スピリチュアル・レベルで、

私達スターピープルとコミュニケーション

をとる能力や多くの人々を愛し「宇宙の愛」

に目覚める能力、宇宙の真実を知り「宇宙意

識」に目覚める能力などです。 

これらの能力は、全て、地球人が進化してア

地球人の自由と尊厳を守る

ために目覚めてください 
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センションを迎える為には必要な物ばかり

です。 

 

人間は、このような能力をダーク・ピープル

達によって操作されたために、これらの能力

とは正反対の生き方をするようになりまし

た。 

たとえば、この地球以外の星には生命はいな

いと思い込み傲慢になってしまいました。 

また、皆さんを作り出し進化へと導くための

スターピープル達を、神とあがめ依存するよ

うになってしまいました。 

人の依存性は、さらに強くなり、大きな力を

持つ人、絶対的な指導者に対して、何も言う

事が出来ない存在になってしまったのです。 

 

また「宇宙への愛」や「宇宙意識」を持つ事

が出来なくなったために、何時でも自己中心

的で競争意識が強く、他人を大切にできない

人間へと育っていきました。 

そして、「宇宙への愛」が理解できないので、

常に愛されることを望み、愛する人を束縛し

合って、心の自由を失っていったのです。 

 

しかし、たとえ遺伝子の操作が行われ、心理

的なコントロールがあったとしても、地球人

は目覚める機会をたくさん与えられていま

した。 

それは、たび重なる戦争や核兵器の使用、自

然災害、あるいは原子力発電による事故が起

きるたびに、地球人はそのことが起こした悲

惨な状況を見て、自分達の行為や考え方を反

省し、生まれ変われたはずでした。 

 

しかし、その様な悲惨な出来事があったとし

ても、地球人は繰り返し戦争を行いますし、

核兵器や原子力発電を手放そうとはしませ
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ん。 

ますます、このような馬鹿げたことに依存

し、地球の未来を危うくしているのです。 

私達、スターピープルは、地球人の事を心か

ら深く愛しています。 

そして、この美しい地球を、かけがえのない

宝物と思っています。 

 

私達は、地球人に対する心理的なコントロー

ルを解除し、地球人の遺伝子の修復が行われ

れば、地球人がもっと「宇宙の愛」と「宇宙

意識」に目覚めてくれるのではないかと思

い、他のスターピープル達と協力して仕事を

行ってきました。 

 

しかし、地球人の心理的なコントロールは、

この長い歴史の中で、地球人と一体化したダ

ーク・ピープル達が作り上げてきたもので、

地球人自身によるコントロールでした。 

地球人は、全ての親が、子供の幸福のために

という理由で、子供に競争を教え、他の子供

達を押しのけて生きていく事を教えました。 

そして社会の常識という制限の中に、子供を

押し込んでいったのです。 

 

あるいは家庭が貧しく十分な教育が受けら

れない家庭の子供達は、労働しても報われな

い親の姿を見て、自分自身も同じような道に

進むのだというコントロールを自ら作りま

す。 

そのために、力やお金を持つ権力者に逆らえ

ずに彼等に従属し、心と体の自由を奪われて

いくのです。 

 

私達は、このように１人１人の自由と可能性

を制限するようなコントロールから皆さん

を自由にしたいと考えています。 
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そして、自分を制限したり、自分の可能性を

信頼する事が出来ないような環境から、皆さ

んを開放していきたいと願っているのです。 

 

皆さんは自由でありどのような職業や人世

を送る事も出来ます。 

皆さんが諦めずに自分への信頼を持って行

動すれば、自分がつくりだしたコントロール

も他人から押し付けられたコントロールも

取り払うことが出来るのです。 

そのためには、皆さん自身が、自分がコント

ロールされていることに気づいて抵抗して

ください。 

 

地球人の多くの人々が、今の現状に満足して

変化も進化も望んでいないことに、私達スタ

ーピープルは、大きなためらいと失望を持っ

ています。 

ひとりひとりのスピリットはとても偉大で

素晴らしいのに、その偉大さ、素晴らしさを

知ろうとしていないのです。 

 

今回の地球の第１次アセンションは、皆さん

が自分のスピリットの偉大さに気づくこと

が大事です。 

そして、自分自身が持つ遺伝子を活性化し

て、スターピープルへの道を歩み始めてくだ

さい。 

私達は何度でも言います。 

 

たとえ自分がコントロールされていようが、

遺伝子の操作をうけていようが、最終的にあ

なたの生き方を決めるのはあなたです。 

あなた自身の信念と努力がないことには、あ

なたも、そして地球の人類も変わる事はあり

ません。 
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名前  J 星人 

地球人の遺伝子の修復について 

 

私達は、地球の皆さんが、多くの優秀なスタ

ーピープルの遺伝子を組み合わせて作られ

た種族であることを知っています。 

地球人は生きてきた環境や気象の影響で肌

の色や気質に違いがありますが、その多くが

共通の遺伝子から成り立っています。 

しかし、地球人の生育過程で、意図的に本来

あるはずのない遺伝子が組み込まれたり、活

性していて良いはずの遺伝子が、不活性にな

ったりしています。 

 

それは、たまたまその遺伝子が活性化されて

いないのではなく、意図的に、地球人の能力

や進化を抑えるためにその遺伝子が活性化

されていないのです。 

また、ある遺伝子を組み込むことで、人間に

特有な習性や意識の在り方を作り、それを仕

組んだものによって利用されることもあり

ます。 

 

地球人の遺伝子の進化というものは、自然に

行われてきた部分もありますが、科学技術が

発展しているダーク・ピープルやその技術を

受け継いだ地球人によって行われてきたの

です。 

遺伝子操作の技術は、時として勇敢な兵士を

生みだすことに使用されたり、特殊な能力を

持つ者達を生みだすことにも利用されてき

地球人の遺伝子の修復につ

いて 
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ました。 

 

遺伝素操作はダーク・ピープル達にとって

は、とても初歩的な技術なのです。 

しかし、ひとつの種族を、自分達が支配する

ことを目的として遺伝子操作することは、こ

の宇宙では禁じられていることです。 

 

私達は、地球のアセンションに向けてこのよ

うな操作を行った者達を特定し、皆さんの遺

伝子をできうる限り自然なものに修正した

いと思っています。 

もちろん全ての人達に対してそのことを行

う事はできませんが、アセンションを望む者

に対しては、出来うる限り、その遺伝子を正

し、皆さんが本来あるべき状態へとももどし

て行きたいと思います。 

 

地球人は本来、とてもスピリチュアルな存在

です。 

肉体を持った体であったとしても、スピリチ

ュアルな存在と交流したり、第６感と言われ

る様な直感や特殊な認識力を持っています。 

また多くの者を愛するための愛の資質も持

っていますし、自分を犠牲にしても他者を助

けるといった優しい気持ちも持っています。 

 

地球の皆さんが、このような意識を取りもど

し、スターピープルとしてこれからの宇宙で

活躍する為には、皆さんの遺伝子をしっかり

修復して、皆さんの特質に目覚めさせなけれ

ばなりません。 

それが私達の役目ですが、皆さんがそのよう

な特質をすでに持っており、これらを発揮す

る事で、スターピープルとしての能力をさら

に高めることが出来ることを知ることも大

事です。 
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名前  A 星人 

スターピープルとして成長していく地球人 

 

私達は、地球の古代エジプトやマヤ文明を支

えてきたスターピープルです。 

TAKESHI さんが、ファラオとして生きてい

たエジプト時代や古代アトランティスの時

期にも交流がありました。 

古代アトランティス時代には、海の中で私達

の星と交信して、私達の星の情報や技術を受

取りアトランティスを発展させてきたので

す。 

そのほかにも、地球の進化のために、いくつ

もの文明で、神官を通して交流を行っていま

した。 

  

今回は、古代の時代、私達が皆さんにお渡し

したスピリチュアルコードを活性化しに来

ました。 

皆さんに与えていた遺伝子コードは、宇宙の

意識を受け取るためのコードです。 

皆さんは、このコードが活性化してくると、

宇宙の意識やマスター達からのメッセージ

も今迄よりももっと具体的に自然な状態で

受け取るようになります。 

  

今までは、宇宙の叡智や情報も、地球人が理

解できるように、地球人が生きてきた環境に

あった言葉に変容されて伝えられてきまし

た。 

これからは地球人としてのフィルターを取

スターピープルとして成長

していく地球人 
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り外し、宇宙の意識を直接的に受け取る事が

出来ます。 

  

それにより多くのスターピープル達と波長

を合わせやすくなり、彼らの言葉をもっとダ

イレクトに受け取る事が出来るようになり

ます。 

これから 10 年以内に、恵理さんのように、

スターピープル達と心で交流する人達も増

えてくるでしょう。 

  

私達の目的は、地球のアセンションが行われ

る過程で、人々の意識進化をサポートする事

と皆さんが自然と調和した生き方を行う事

を手助けする事です。 

それは、皆さんが科学文明の低い状態に置か

れるのではなく、大変高い科学技術力を持っ

たまま自然と調和する事を目指しています。 

  

地球の方達は昔から私達と交流してきまし

た 

今よりも昔の方が私達の事を深く感じられ

たと思います。 

  

しかし地球の方達は、豊かな生活を手に入れ

れば入れるほど、物理的なものに執着し、自

分達の第 6 感を失ってきました。 

そして自分達はちっぽけな存在であると思

いはじめました。 

宇宙とひとつになる事を忘れ、地球の中に身

をひそめ、さらに社会や家庭という狭い世界

へと閉じこもることで、いつしか地球の人々

は、自分の事しか見えなくなってしまいまし

た。 

  

そしてそのような状態から、全ての生物や全

ての空間を破壊する核兵器の元となる「核」
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が生まれ、一部の地球人に「核」が利用され

ることで、地球は破壊的な方向へと進んでし

まいました。 

地球は今もまだ危うい状況です。 

皆さんは、「核」がいつまた暴れだすかわか

らない世界にとどまっています。 

  

全てを飲み込む核に対して、本当の意味での

恐怖心を抱き、こんな恐ろしい物はいらない

と、心の底から思うまで、この「核」がある

世界からは逃げ出せないでしょう。 

  

反対に、「核」は、人と全ての生命にとって

危険だと分かった人達には、「核」がある世

界から避難することを進めてきました。 

このような人達は、「核」がない世界へと移

動します。 

そして、「核」が無い自然な世界に移動し、

宇宙にとって地球にとって、何がベストであ

るかという事を考えるような生き方が始ま

ります。 

  

大昔に閉ざされた大きな世界への扉も、開か

れました。 

これからは、皆さんの生き方しだいでは、全

ての善なる宇宙の存在達とつながることが

出来るでしょう。 

  

地球人は、古代文明が発展していた頃は、神

官を通して、私達とのつながりを持っていま

したが、それはさほど高いレベルの交流では

ありませんでした。 

しかし時が経つにつれ、皆さんの中で叡智が

育ち、私達をスターピープルとして考えられ

るレベルに育ってきました。 

更にこれから行われるアセンションに置い

て、皆さんは更なる覚醒を遂げ、スターピー
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プル達と共に歩むことが出来るようになる

でしょう。 

  

これからは地球人も宇宙の中の叡智ある存

在の一人として、あらゆる宇宙の存在達と交

流が起こってきます。 

始めて地球人が、スターピープルと共に活動

する宇宙デビューを果たすのです。 

私達は長い間、そのために働いてきました。 

地球人が宇宙デビューを果たすことは、私達

の夢でもあります。 

  

これから、私達の夢がやっとかなうのです。 

その実現を、私達だけでなく、あらゆるスタ

ーピープル達も心から願っています。 

深い闇を経験してきた地球人が、宇宙デビュ

ーを果たし、これからの宇宙をひっぱってい

く教師の様な存在になることでしょう。 

宇宙も大きく変わります。 

地球人が宇宙の一員として加わることで、宇

宙は更なる成長を遂げるのです。 
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名前 E 星人 

地球人の優れた遺伝子を目覚めさせる事。 

 

地球に住む皆さんと今回アセンションを進

める中で、共に活動できることを、私達はと

ても楽しく思っています。 

地球の人々は、地球に来ているスターピープ

ル達からみれば、まだまだ未熟で自己中心的

な種族です。 

未だ十分に言葉もしゃべれず、自分が気に入

らないことが起きれば、泣いて訴えかける子

供のような存在です。 

  

皆さんは、この小さな星の中で、人類という

同じ種族でありながら、国家や民族が異なる

事を理由に反発しあったり、相手を利用する

為に自分達の力を誇示したりしています。 

本来は一つの種族でありながらも、相手を支

配する事で、自分達の利益を守ろうとしてい

ます。 

  

皆さん地球人がそのような気持ちを捨てて、

ひとつにまとまり、お互いを大切にしていた

ならば、地球はこのような形でアセンション

を迎えることはなかったでしょう。 

皆さんの意識が一つにまとまればまとまる

ほど、皆さんは一つの種族として同じように

アセンションできたのです。 

  

しかし、今地球に生きている多くの人々は、

自分の事を大切にするばかりで、他の人々を

地球人の優れた遺伝子を目

覚めさせる事 
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大切にして認め合う事をしていません。 

このような状態で、地球がアセンションを迎

え、異なる星の人々が来たとしても、地球人

は決して友好的には迎える事は出来ないで

しょう。 

  

その理由はいくつもあります。 

そのひとつは、地球に対して友好的でない種

族や地球を支配しようという目的を持って

地球に関わってきた地球外生命達が、すでに

地球の人々の間に、様々な問題を植え付けて

しまったからです。 

彼等は善良な地球外生命体ではないかもし

れませんが、地球人にとっては乗り越えるこ

とが出来る試練を与えている存在なのです。 

  

皆さんが、自分達の中にあるエゴや敵対心、

恐怖や自己中心的な欲望を捨てて、彼等と向

かい合えば、この問題は解決する事が出来る

問題でした。 

しかし、彼らによって、皆さんの自尊心は利

用され、支配欲や物欲を強く持つ人々の心に

彼らがはいりこんでしまった為に、地球にお

ける地球外生命体の問題は、とても困難な問

題になってしまいました。 

  

本来の地球外生命体であるスターピープル

は、地球人に対して非常に友好的です。 

地球の人々の意識を高め、地球と宇宙の発展

のために人類を進化させていこうと考えて

います。 

 

スターピープル達は、今の地球人を見て、ひ

とつの種族でありながら、お互いが争いあっ

たり憎しみ合ったりする事を大変不思議に

思っています。 

きっと地球人は、相手を自分にとって利益と
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なる存在か、否かで判断しているのだと思い

ます。 

その為に、同じ国の人、同じ場所に住んでい

る人に対しても攻撃的で利己的にふるまっ

ているのだと考えています。 

  

スターピープル達は、地球人がこのような考

え方から脱却し、もっと大きな愛と尊敬をこ

めて相手に接することが出来れば、地球のア

センションはもっとスムーズに行われると

信じています。 

今の地球人が、このような考え方に変わらな

ければ、スターピープル達が皆さんの目の前

に現れてもうまく交流ができないからです。 

  

スターピープル達は、皆さんが誰から生み出

され、どのような存在に移り変わっていくの

か、よく知っています。 

その為に、皆さんに惜しみない援助を送って

いるのです。 

しかし、皆さんはスターピープルの事を十分

に理解していません。 

なぜなら、皆さんは物理世界に長く生きてき

たために、目に見えないものを信頼しないよ

うに育てられたからです。 

  

目に見えないもの、自分の利益にならないも

の、自分を満足させてくれない物には、皆さ

んは興味を抱きません。 

その様な人には、スターピープル達が語る言

葉は理解できないかもしれません。 

しかし皆さんの心に、地球や宇宙に生きる生

命達のために少しでも役に立ちたいという

気持ちが存在するならば、スターピープル達

の言葉に耳を傾けてください。 

  

地球人には、スターピープルへと進化するた
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めの多くの遺伝子が組み込まれていました

が、そのほとんどの物が、不活性となり働い

ていません。 

人類の度重なる戦争や恐怖、恐れによるスト

レスによって、それらの特別な遺伝子は傷つ

き、役に立たなくなってしまいました。 

  

私達は、皆さんの中でも、まだ地球や宇宙の

生命のために役に達立ちたいと考えている

人達に焦点を当てて導いていきたいと思っ

ています。 

すでに、そのような気持ちを失った人は、ス

ターピープルの教えに従う事もありません

し、自分の自己中心的な人生を変えていこう

という気持ちも起きないでしょう。 

その様な人達の中に眠っているスターピー

プル達の遺伝子は、もう目覚める事がないか

もしれません。 

  

私達は、まだ自分の心の中に光を宿している

人達を見つけ、光の世界にいざないます。 

そこは、お互いが傷つけあう事や憎しみ合う

事がない世界です。 

今まで、この地球において多くの苦しみや悲

しみを受けてきた皆さんが、その苦しみや悲

しみを脱ぎ捨てて、新しい世界へと向かうた

めの場所です。 

  

そして皆さんの中にある、いくつもの光の遺

伝子を目覚めさせ、人類が本来行うべき進化

を速やかに行う事が出来るように、私達は手

助けします。 

地球人の全ての人の遺伝子を目覚めさせ、１

人残らず光の世界へ導いていきたいのです

が、それは難しいようです。 

私達は、これから光の世界に自ら歩み寄り進

化を求める人達と共に進んでいきます。 
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